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桑村　和男 区分 河川レンジャー（2期目） 福島出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒ ⇒

内容

・6件活動実施、2件取止め、1件雨天中止である。今後3件計画準備中
・「淀川歴史まち歩き」５年間継続７回目を、「新北野ヨシ原清掃活動」４年間継
続７回目を実施した。「淀川歴史まち歩き」では此花区長参加、参加者から地元で
の災害の体験など話をしていただき、津波高潮ステーション見学。「新北野ヨシ原
清掃活動」では参加者からの提案で、清掃場所を拡大して取組んでいただいた。清
掃活動の河川敷への移動時に淀川での工事（十三新船着場、淀川大堰閘門）を紹介
した。活動継続するため、種々のネタを盛込んで、参加者に淀川を楽しんで理解し
てもらっている。
・新規活動としては、私が河川レンジャーになるきっかけの区民カレッジでマイタ
イムラインの出前講座の講師をやっと行えて大感激だった。
・初めて、地元で参加しているボランティア協議会のメンバー（高校の先生）より
夏休みに小学生向けイベントの協力要請を受けて、ヨシ笛つくりと淀川の自然環境
の紹介展示を行った。

・地元・西淀川区で河川レンジャーの活動を続けてきて、区役所の担当、地域包括
センターの担当、ボランティア交流会、学校の先生、町内会で「淀川河川レン
ジャーの桑村さん」と呼ばれるようになってきた。
課題としては、レンジャー活動を一緒に手伝ってくれる地元の仲間がいないことで
ある。仲間を作っていきたい。将来的にはこの地元の仲間が中心となって淀川のい
ろいろな課題に取組んでいくグループにしていきたい。
まずは、「西淀川でバッタのオリンピックを行おう！」に協力してくれる仲間の募
集を進めていく。
・西淀川区の淀川河川敷で行うイベントに淀川河川レンジャーとして積極的に参加
していく
①西淀川区役所主催　ハゼ釣り大会
②福駅周辺活性化協議会主催、西淀川区役所共催　桜祭り
③西淀川区役所主催　矢倉緑地清掃活動
・区民カレッジ、大阪高齢者大学（私が受けた授業）でのマイタイムラインの出前
授業の講師を継続していきたい。
・新北野ヨシ原再生　今年は、トライアルとして初めて、ヨシの成長を観察して測
定記録を取った。うまくいかなかった点もあり、来年度改善して継続していきたい
－この活動も手伝ってくれる仲間づくりもしたい。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む 地域の中に入って、

河川レンジャー活動を進めていく

地域の人との繋がりを構築していく

淀川一斉美化作戦（西淀川区クリーン作戦）

新北野ヨシ原再生の観察・維持（清掃）活動

マイタイムライン出前講座

地域住民と淀川の課題について話し合う場
をつくって、意見を発信していく。

地域の場（町内会等）での防災活動

試
行
期
間

１期 ２期

Step1
地域住民の関
心を高める 淀川の河川敷に

　来てもらって、
　歩いてもらって、
　見てもらって、
　体験してもらって、
　
⇒淀川を身近に
　　より知ってもらう。

淀川歴史まちあるき

バッタのオリンピック

区民祭り、防災フェア

氏名 所属

地球温暖化により、最近の異常気象―特に台風・集中豪雨災害が多発しています。また、東南海地震は必ず発生すると言われてお
り、地震・津波災害が予想されます。私の住む大阪市西淀川は、淀川・神崎川に囲まれたゼロメートル地帯で、特に台風等の水害－
淀川の水害に見舞われてきた歴史をもっています。ところが最近では、過去の歴史を知らない世代が多くなり、また、淀川に行く経
験も少なくなり、水害のことに無関心で住んでいる地域の危険度も知らない人が多くなっています。第2室戸台風の水害を経験した私
は、河川レンジャーの活動を通じて、淀川の洪水と人々の防災への取り組みの歴史を住んでいる人に伝えて、これから予想される災
害に備えていく活動を地域と連携して進めていくことを目指します。

段階 目標 活動内容

3



２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/6/8
新北野ヨシ原清掃活動（春
季）

大阪市淀川区新北野の河
川敷－ヨシ原再生エリア

協力 21
で
き
た

で
き
た

2 2 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

[充実度]昨年の活動後の参加者からのアンケート
回答で、新北野ヨシ原への移動中の河川敷でゴミ
拾いをしたいという意見をいただいたので、今回
実施した。
今年は、ヨシの成長記録を定期的に測定してお
り、その測定記録を説明した[定着度]フロンティ
ア様からの要望で、活動継続している
４年目に入り、今回６回目になる[地域貢献度]フ
ロンティア様もＳＭＳに活動を紹介されている

2 2024/6/16 淀川歴史まちあるき⑦

此花区－港区－西区(集
合は阪神電車　千鳥橋
駅、解散は地下鉄　阿波
座駅)

主催 23 1 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○

[充実度]此花区の区長と歩こう会のメンバー及び
此花区長も参加。安治川の水門を見た後、津波高
潮ステーションを見学し、台風の高潮災害の対策
について知識を深めてもらった[定着度]定員10名
募集で19名申込－当日は18名参加（前回19名）と
定員を越えた。今回も淀川河川レンジャーのホー
ムページより申込受付。チラシ250枚を３区役所
等に5か所に配布。[地域貢献度]正蓮寺川公園
で、此花区が進めているアートプロジェクト（川
を埋立てた公園に人の賑わいを生み出す）につい
て、区長より説明を受け、集合写真を撮影

3 2024/7/8
区民カレッジ北校・マイタイ
ムライン講座

大阪市北区会館会議室 協力 37 1
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ● ○ ●

[充実度]・パワーポイントでの説明の間に入れて
動画を流して、飽きないようにした
・ハザードマップを持参するように依頼して、水
害が自分事化されるよう工夫した
[定着度]区民カレッジ北校でのマイタイムライン
の出前講座は代々のレンジャーが担当して継続し
てきている

4 2024/8/9
淀商業高校「キッズ・キャン
プ２４」

淀商業高校 協力 97 1
で
き
た

普
通

1 1 ● ○ ● ●

[充実度]課題として、地域とのコンタクトができ
ていないがあった。初めて、地域からの要望から
行ったレンジャー活動である[地域貢献度]ヨシ笛
つくりを通して、淀川河川敷の自然環境を知って
もらった

5 2024/10/5 西淀川区民まつり 西淀公園 協力 81
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ○ ○ ● ○ ● ●

[充実度]昨年に続き、ブース出展して、淀川河川
事務所の治水行政の取組、レンジャー活動、マイ
タイムライン出前講座の紹介をした。
福島の河川レンジャー2名もスタッフ協力してい
ただいた[定着度]西淀川区民祭りの広報で周知さ
れていた
松田区長より最後お会いして、参加人員1万2千人
と大好評であったとお聞きした。
こども連れのお母さんが多数見学してもらいまし
た[地域貢献度]河川レンジャーの活動の紹介で
き、いろいろな活動に興味を持ってもらえた[河
川事業貢献度]台風21号の高潮対策の映像を見て
いただいた方からは、防災施設で守られているこ
とを初めて知ったとお聞きした

6 2024/11/9
新北野ヨシ原清掃活動（秋
季）

淀川河川敷　新北野ヨシ
原

協力 21
で
き
た

で
き
た

2 2 ○ ● ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ●

[充実度]ヨシ筆つくりを実施して、楽しい活動を
行った[定着度]フロンティア様からの要望で、活
動継続している
４年目に入り、今回７回目になる[地域貢献度]フ
ロンティア様からの要望で、活動継続している
４年目に入り、今回７回目になる

7 2025/3/29
にしよどがわシーサイド桜ま
つり2025

淀川河川敷（西島水門下
流）

協力

8 2024/9 江崎グリコ防災フェア 江崎グリコ大阪工場内 協力 江崎グリコへの参加申し入れが叶わずとりやめ

9 2024/10/19
SAP様の淀川河川敷清掃活動
2024年秋季

淀川河川敷JR神戸線橋梁
下周辺

協力 雨天中止

10 2025/2/ 淀川歴史まちあるき⑧ 淀川陸閘　他 主催 とりやめ

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

貢献分野 取り組み内容

No.

実施状況 連携団体数 達成状況

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

STEP 確認項目

アピールポイント活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用
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牧野　高輝 区分 河川レンジャー（1期目） 福島出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

⇒ ⇒

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/5/14
絵を描いてみんなで伝える展
示壁

大阪市立伝法小学校、伝
法陸閘

主催 249 1 1 1
普
通

普
通

2 2 ● ○ ● ○ ○ ○

[定着度]学校関係者の理解が得られ、協力してい
ただけた。また、伝法小学校校長はじめ副校長、
教頭先生ともに数多く訪問させていただき他のレ
ンジャー活動のチラシを配っていただいたり、主
に広報について協力を得ることができた。

2 2024/10/27
このはな区民まつり　「淀川
を知ろう」河川レンジャーと
共に

西九条コミュニティー広
場

協力 142 1 1
で
き
た

で
き
た

1 2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○

[充実度]カニ釣りコーナー多くの子供たちの興味
を誘い出し、更には淀川クイズと説明を受けた人
だけ体験できるルールにしたことはスムーズに参
加者を増やすのに有効な手段手段になると思いま
した。

3 2025/2/16
淀川左岸クリーンアップ大作
戦 in このはな

伝法大橋左岸下流側

4 2024/4
みんなの淀川きれいな川に！
ストップ川ゴミ！清掃活動

淀川左岸伝法大橋付近の
河川敷

　 連携団体と調整がつかずとりやめ

5 2024/7 私たちの防災教室
出張講座を受諾して頂い
た小学校

主催
出張講座を依頼していただける小学校が今現在無
いのでとりやめ

アピールポイント

取り組み内容

内容

活動全般としては地域の小学生に「大きな思い出を作ってくれてありがとうござい
ました。」という沢山の感謝の声をいただく事ができました。　また此花区の住民
に対して環境意識や防災意識の醸成にある程度の貢献は提供できたと思います。た
だ自分自身の仕事の都合で計画通りの活動に時間を使える余裕がなくなり、残念な
がら次年度以降は自身の都合のつく範囲で淀川かわづくりパートナーとしてレン
ジャー活動の手助けをさせて頂くこととさせて頂きました。

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

計画 結果

活動の充実度

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

STEP

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

近い将来やって来る災害について海抜０
メートル地域の住民に対して防災意識のさ
らなる向上を図る。

マンションの管理組合などへ防災出前講座を開催

小学校３年生対象のやさしい防災教室を開催

１期 ２期

氏名 所属

淀川流域で生まれ育って生活の中に川との関わりが大きかった1人の人間として、川は危険な場所では無く誰もが身近にある安全で楽
しく利用できる空間・場所である事を知って貰いたい！と思うと共に河川レンジャーとしてより多くの人達へ河川利用のマナーや近年
の自然災害を踏まえ防災意識の向上を目指します。

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

Step1
地域住民の関
心を高める

先ずは試行期間の前半で関係団体を積極的
に訪問し地域特有の問題点を掘り起こし河
川の利用と理解を深める方策を立案して協
力者の輪を広げ効果ある企画を実行する。

川とふれあう活動として、各地区の小学生を対象
に川の自然と防災について遊びながら学ぶ学習会
を実施。

地域における河川利用の問題点を改善すべく協力
者のネットワークを利用して〇〇作戦を実施。
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兒玉　曜子 区分 河川レンジャー（試行期間） 福島出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒

⇒

⇒ ⇒

⇒

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2025/1/24
西淀川区せいりょう姫島 マ
イ・タイムライン

特別養護老人ホームせい
りょう姫島　地域交流室

協力 9
普
通

普
通

1 1 ● ● ○ ● ○ ○

[充実度]家族と話し合う機会を改めて持ちたい、
次回マイ・タイムライン作成あるなら参加したい
と意見が聞かれた。[定着度]西淀川区役所に依頼
し、ハザードマップと防災マップの提供を受け
た。

2 未定 淀川治水歴史探訪
阪神電車姫島駅周辺・姫
里

とりやめ

活動の充実度

維
持
管
理

アピールポイント

取り組み内容

内容

・自身の足が不自由となってしまい外歩きが困難となっていました。避難経路策定
の前章として室内で行える「ハザードマップの読み方」という防災活動を行いまし
た。令和6年「淀川発見講座」にスタッフとして参加し、事務局から多くアドバイ
スをいただけたことも大いに役立てることができました。
・自分自身の居住地も所属している事業場も淀川のすぐ傍であり、地域に居住して
いる住民に対して水防災の意識を高めてもらえるように周辺の避難所、避難場所な
どの写真を紹介したりと工夫しました。

・アンケートや意見など参考にすると避難経路の策定や企業内のBCPの研修に役立
つ物などないか聞かれました。今回開催した施設は福祉施設でしたが施設でも福祉
避難所・緊急入所施設として活用する事態も想定され、受け入れ態勢など事業場内
や要支援者にはまだまだ一般的にも周知されていない事実もあります。内閣府防災
情報など参考にし、発信していきたいと考えています。
・淀川の魅力を自身の得意分野の自然観察などをきっかけとして河川敷や街歩きを
行い、実地で見分する機会を確保し淀川下流域での活動は常に防災意識をプラスで
きるようにしていきたいと考えています。

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

貢献分野

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

STEP 治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用1)

計画達
成状況

No.

実施状況 連携団体数

学
校
関
係

達成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

市
民
団
体
等

行
政
機
関

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

確認項目

高齢者や障害のある方、その家族に対して
防災活動意義をすすめていく

高齢者や障害のある方、その家族に対しての防災
活動、ハザードマップ作成等

現在行われている地域での防災取り組み例等紹介

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

地域に残されている自然環境を保全しなが
らも安全安心に暮らせるような天災から身
を守れる住民環境作りや情報発信

川や河川敷、流域地域の歴史探訪や環境保全活動
を地域住民の交流を通じて理解をすすめていく

社会貢献や福祉活動を通じて行政にも情報を発信
していけるシステム作りや想定外な事態からの安
全な避難活動

２期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

防災・歴史・環境保全をテーマに掲げ、地域住民に川への関心を高めることができる活動を通じて、活動参加者からの意見聴取・自治
体との連携により、地域の川の課題を把握し、住民との交流などを通じて、防災・川の環境保全・利活用などについて提案することを
目指す。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

Step1
地域住民の関
心を高める

福祉活動を通じて身体的・精神的に安心し
て暮らせる淀川流域の地域としてお互いが
連携を取れる社会になれるように取り組ん
でいく

地域に居住する高齢者や障害のある方、その家族
に対して淀川の歴史や変遷など説明

地域に居住する高齢者や障害のある方、その家族
に対して淀川流域居留区の防災意識を持ってもら
える機会を作る

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む
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辻川　　松子 区分 河川レンジャーアドバイザー 福島出張所

１．活動の目的 ３．総　括

　育ちいく子どもたちの豊かな心を育てると共に、体験を通して十三干潟にみる自
然環境の保全と、災害時におきるとされる津波・高波等の洪水時の危機意識を育
て、次代の担い手づくりに繋げる。

　こどもたちが自然に触れる機会が少なくなる中で、季節に合った様々な体験の場
を提供することが大事であり、「川と人をつなぐ」理念を持つ河川レンジャーの役
割であると考える。一方で異常気象で様々な事業が出来ない状況にもある。実施す
る時期を十分に検証しつつ、安全を喫しながら出来る限り、学習の場・体験の場を
提供していきたい。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

内容

～安心・安全なまちづくりをめざして～　＝減災に向けて「川と寄り添うまちの自然
災害を考える」＝

大阪市立新北野中学校「わがまち防災スクール」P-２

淀川の自然環境保全を基に、淀川で育つ植物を知って自然を大事に思える心を育てる淀川の自然環境保全とクラフト講座

～安心・安全なまちづくりをめざして～＝減災に向けて「川と寄り添うまちの自然災
害を考える」＝

わがまち「防災スクール」

十三干潟を媒体にして、干潟に住む多様な動植物とふれあい、淀川の自然環境の素晴
らしさを知る事で、自然の宝庫「淀川」の環境保全に繋げる。同時に頻繁に起こる災
害を基にして、津波や洪水など川の危険性について学ぶことを目的とする。

リバーウオチャー淀川探検

十三干潟を媒体にして、干潟に住む多様な動植物とふれあい、淀川の自然環境保護に
ついて学ぶ。また、頻繁に起こる災害を基にして、津波や洪水など川の危険性を学ぶ
ことを目的とする。

～安心・安全なまちづくりをめざして～　＝減災に向けて「川と寄り添うまちの自然
災害を考える」＝

活動目的

親子で学ぼう！干潟自然学習会

大阪市立新北野中学校「わがまち防災スクール」P-1

氏名

活動名

所属

河川敷清掃を通してＳＤＧＳ【持続可能な開発目標】　である「 6.安全な水　　11.
住み続けられるまちづくり　　14.海の豊かさを守る　　15.陸の豊かさを守る」の４
項の目標を基に美化活動を行う。

淀川右岸クリーン大作戦　淀川
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/6/7 リバーウオチャー淀川探検
十三干潟(集合は野中小
学校)

主催 61 1 1 1
で
き
た

で
き
た

3 3 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

[充実度]河合講師を迎え授業の内容を充実化を図
りました。　[定着度]地域のサポーターは基よ
り、学校情報媒体を活用して保護者のサポーター
を募集。

2 2024/7/6
親子で学ぼう！干潟自然学習
会

十三干潟 共催 35 1
で
き
た

で
き
た

3 2 ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

[充実度]これまでと違い、年々厳しくなる異常気
象を受け、より安全に安心して学習会を進めて行
くかを考え、リスクマネージメントを重視し準備
を整えました。その結果、保護者や子どもたちが
安心して参加できる学習会を提供することが出来
ました。[地域貢献度]当方進めるリバーウオ
チャー淀川探検に参加した保護者が今回、サポー
ターとして活動に大きな力を発揮している。この
ことは大きな貢献と感じる。

3 2024/11/6
大阪市立新北野中学校「わが
まち防災スクール」P-1

大阪市立新北野中学校 主催 250 1
で
き
た

で
き
た

3 3 ● ● ○ ○ ●

[充実度]　過去に起きた災害を基にした危機意識
の必要性に止まらず、近年発生した地震・台風な
どの災害を合わせながら、「自助・共助・公助」
の役割についてより分かりやすく説明する工夫を
行う。[定着度]平成18年から初めた新北野中学校
わがまち防災スクールは、その年の状況に合わせ
た学習内容で継続できている。

4 2024/11/8
大阪市立新北野中学校「わが
まち防災スクール」P-2

大阪市立新北野中学校 主催 272 2 1
で
き
た

で
き
た

3 3 ● ● ●

[充実度]　サポート制度に登録された小島氏がサ
ポーターと青少年健全育成を基にして活動を行う
更生保護女性会の会員の構成により多様化が進み
ました。[定着度]　地域と学校更に、関係所管の
協力と支援で２０年近く継続した活動になってい
る。

5 2024/11/16
淀川の自然環境保全とクラフ
ト講座

大阪市立野中小学校 共催 23 1
で
き
た

で
き
た

3 3 ● ○ ○ ●
[定着度]　急遽な要望に対応し、現代課題のテー
マに沿った学習課題を伝えることが出来た。

6 2025/2/18 わがまち「防災スクール」 大阪市立宮原中学校

7 2025/3/4
大阪市立十三中学校わがまち
防災スクールP-1

大阪市立十三中学校

8 2025/3/5
大阪市立十三中学校　わがま
ち防災スクールP-2

大阪市立十三中学校

9 2025/3/8
淀川右岸クリーン大作戦　淀
川

西中島河川公園～阪急京
都線高架下付近の間

活動場所 アピールポイント
1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目 STEP

取り組み内容

活動日 活動名

運
営
形
態

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

参
加
者
数
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西岡 　和昭 区分 河川レンジャーアドバイザー 福島出張所

１．活動の目的 ３．総　括

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/6/6 十三干潟生き物観察会
十三干潟（集合：大阪市
立木川南小学校）

主催 52 1 1 1 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ [充実度]身近な淀川を伝える事ができた。

2 2024/6/24
木川南小学校出前授業　淀川
の学習（コント淀川さん）

大阪市立木川南小学校 主催 50 1 1 1 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
[充実度]伝えるだけでなく、共に考える時間と今
回の活動を思い出すことができる活動にした。

活動の充実度

歴
史
･
文
化

河川事業へ
の貢献度

内容

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目

アピールポイント活動の定着度
地域への貢

献度

取り組み内容

河
川
利
用

維
持
管
理

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

運
営
形
態

参
加
者
数

STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

活動日 活動名 活動場所

氏名 所属

活動名 活動目的

十三干潟生き物観察会
川を楽しみ、川の生き物や水のありがたさ、また川の危険な場所など教え、将来河川
を大切にする大人になってもらいたい。

木川南小学校出前授業　淀川の学習（コント淀川さん）

生徒には事前に（今、私が知っている淀川）をテーマに文をまとめています、生徒自
身干潟探検やコント淀川さんを見て淀川への見方や関心がどの様に変化したかを聞き
最後に感想文として提出をお願いしています。コント淀川さんを見て水の大切さやの
ゴミ問題及び外来種の問題など学んでもらいたい。
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亀井　　伸幸 区分 河川レンジャーアドバイザー 福島出張所

１．活動の目的 ３．総　括

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/8/29
大阪北区ジシン本講座「水害
の備えと心構え」

クレオ大阪子育て館　講
習室

共催 44 2 1
で
き
た

で
き
た

2 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]実際に台風の上陸が想定される中、浸水
の危険、大地震発生、停電、大津波警報も発令。
傷病者。など様々な想定を施した模擬災害現場を
設営し、体験してもらう。その後の意見交換での
話し合いを通じて、しっかりと考えてもらうこと
ができたと思う

取り組み内容

「逃げ遅れゼロを目指して」
今年度も地域や行政から防災啓発の講師依頼やご相談を複数いただけた。北区ジシ
ン本講座では、南海トラフ巨大地震が発生時の模擬災害現場と称して、停電時の屋
内、屋外には津波が迫ってくる等といった切迫したシミュレーションを参加者に体
験してもらった。事後に参加者一人一人と意見交換を行うことで、南海トラフ巨大
地震発生時の心構えや備え、台風や大雨による水害、河川周辺での災害への啓発が
できたと考えます。スタッフとして参加したレンジャーの方々にも防災啓発の方法
論として住民と一緒になって考える機会になったことと考えています。淀川沿川地

           域住民に寄り添った防災啓発について、今後も活動していきます。
            
            
            

2020年以後、活動の内容やあり方が変化している。下流域では、淀川大堰閘門も完
成し、十三の船着場もオープンする、そして、何より大阪関西万博が開催される。
淀川の魅力を知ってもらう、淀川に人が集まってもらう、とても良い時期になった
と言える。福島、毛馬のレンジャーにおかれては、今こそ、大堰より下流のフィー
ルドワークをはじめとした、活動の積極的展開を望むが、オリジナリティのある活
動内容がほとんど無いように思う。今こそ川を見てもらう、川の案内や発信を行
う、そのことで、環境、河川利用、そして防災について、淀川の実情を踏まえた活
動の展開を期待したい。その為にも、私がこれまで会得してきた行政や地域とのつ
ながりやノウハウなどを、引き継いでいきたい。何より、現役レンジャーの方の活
躍を期待したいです。

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

アピールポイント活動の充実度

確認項目
運
営
形
態

参
加
者
数

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

活動日 活動名 活動場所

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

活動名 活動目的 内容

大阪北区ジシン本講座「水害の備えと心構え」

大阪北区ジシン本防災講座のプログラムとして、参加者に、災害時の備え、水害に関
する啓発を行う。
淀川河川事務所の防災に関する取り組みの紹介や、河川レンジャー活動の紹介を行
い、理解と興味を深めてもらう。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント
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伊藤　茂 区分 特例再任（1期2年目） 毛馬出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

Step1
地域住民の関
心を高める

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒

内容

淀川の自然を学びながら防災や行政の危機管理などについて共通認識を高め情報発
信を行いました。自然観察会に関してはこんな身近な川でこんなに生き物がいてる
なんて。毎回、子どもや保護者、学校関係者などに関心を持たれています。魚や貝
などの見せ方や触り方、捕り方などいつも大人気です。地域の協力団体も増え区民
祭りなどでは、準備段階から強力な助っ人としてご協力くださいました。

地域団体、行政との協働作業の構築を確実に行動していきます。特に地域での都島
区役所には数名ご協力いただける方々がおりますので今後、がっちり協働していき
ます。淀川の自然環境の発信もありますが、身近で最新情報も発信できる土壌の基
礎作りと一人でも多くの方々に地域防災の知識や行政の努力を知って頂き防災を大
人子どもにわかりやすく発信できるレンジャー活動が、身近な存在になるよう努力
したいと思います。
 
 
 

遊びを通じて淀川の自然を学ぶ。
自然観察会と水辺の遊びを通した情報発信と河川
レンジャーの知名度ＵＰの為の広報活動の実践。

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

自然体験活動を通じて流域住民の皆様が防
災の共通意識を高め地域団体や活動団体な
どの連携を強化活用し相互協力体制の構築
を目指す。

区行政と連携し子どもから老人まで地域に即した
より細かい防災減災活動を提案し実行する。

水辺や河原の保全・再生や身近な自然を楽
しめる川にする為、川とまちが一体となっ
た河川整備を実施できるよう地域住民と行
政とのパイプ役になる。

地域住民・地域団体・行政区との協働で環境に適
した住民の希望や意見の入った新しい河川公園の
整備改修の取り組みを行う。

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

２期

氏名 所属

地域住民に淀川の四季、自然や美しさ楽しさを再発見させる。
また防災や危機管理などの意識づけや水辺の安全教育も子どもから保護者へまたは、大人から子どもへ自然体験活動を通じて学んでも
らう。
自然体験活動を通じて地域住民の川に対する関心を深め防災及び環境についても共通認識を向上させる。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期 特例再任１期

５年目 ６年目
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/4/27 淀川大堰と魚道見学
毛馬閘門から淀川大堰往
復と毛馬排水機場まで

主催 23
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ● ● ○ ○ ●

[充実度]魚道観察は色々な要因で時間内に魚が全
然遡上しなかったりするので、事前に淀川本流に
仕掛け（もんどり）などを仕掛け最悪でも何か生
物でも観察できるように工夫した。[定着度]淀川
大堰近くの小学校校長に集客を協力してもらっ
た。[地域貢献度]子どもたちや親たちも淀川で魚
を近くで見た事が無かったのでもっと魚を取りた
い触りたいとの声が多かった。

2 2024/6/1 桜ノ宮ビーチ自然観察会
大阪ふれあいの水辺（桜
ノ宮ビーチ）

共催 64
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ○ ○

[充実度]活動に関してＪＣと何度もやり取りをし
て企画を練り上げていった事とレンジャーサイド
も川づくりパートナーやネイチャーおおさかの方
を招いて活動をマリ上げて行けた事が良かったで
す。次の企画も色々出ていましたのでまたミー
ティングをしたいと思います。[地域貢献度]とり
あえず、参加者はこんなに身近にたくさんの自然
の生き物がいてることがびっくりだと言ってまし
た。

3 2024/7/28 ふれあいの水辺生き物観察会
大阪ふれあいの水辺（大
川／桜ノ宮ビーチ）

主催 31
で
き
た

普
通

1 1 ● ○ ● ○
[充実度]今回は８割がボーイスカウトで小学校1-
2年生ばかりであった。事前に地域のリーダーに
アナウンスしただけで予定人頭をすぐ達成した。

4 2024/9/28 第50回都島区民まつり出展
毛馬桜之宮公園（桜宮橋
（銀橋）周辺）

共催 593
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○

[充実度]今回はレンジャー、川づくりサポート以
外に淀川自然観察会の皆様の7名にご協力頂き感
謝いたします。[定着度]区役所にレンジャーアド
バイザーがいることが何かと強みです。[地域貢
献度]地域住民の意見はこの淀川に色んな生物が
いるなんて！と言う声が非常に多かったです。大
変興味をもたれていました。

5 2024/10/21 企業清掃プロジェクト支援 淀川河川公園西中島地区 協力 58
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ○ ○

[充実度]今回は軍手も火ばさみなど購入していた
だけた。清掃活動の多様化の話し合いにも発展し
ている。たとえば企業社員だけでなく家族や友人
を巻き込めないかとかＳＮＳやメディアなど利用
して何かできないかとか話し合った。次回は清掃
プラスαを考えられています。

6 2024/10/26 淀川小学校4年生　校外学習会 毛馬排水機場 主催 45 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

[充実度]今回学校のテーマから防災や治水などの
キーワードからこの見学会が実現しました。全学
年へ波及できるようＰＴＡ含め教員とともに発展
させていきます。

7 2025/2/9
OSAKA　CITY　淀川左岸クリー
ン大作戦

淀川河川敷公園赤川地区
～城北ワンド～菅原大橋
間

8 2024/4/19 企業美化アクション支援 淀川河川敷西中島地区 　 企業で参加者が集まらずとりやめ

9 2024/6 十三干潟生き物観察会 十三干潟 主催 予定日程の打合せ不足の為とりやめ

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

計画 結果

活動の充実度

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

STEP

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組
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岸田　俊徳 区分 河川レンジャー（2期目） 毛馬出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒ ⇒ ⇒

水辺の使い方を提案実施する。
・関係者と意見交換会
・地域住民などと勉強会
・安全で自由な河川利用を提案

◆淀川デイキャンプ／意見交換会も検討

⇒ ⇒ ⇒
④バッタのオリンピック(10月)
※淀川の河川利用と生き物の生態を体験

水辺を誰かに伝える。
・地域住民などと河川の魅力を共有し、輪
を広げる

①淀川クリーン大作戦(2025年3月)
※淀川の清掃を通じて魅力を共有する
3月／淀川右岸菅原城北大橋周辺

⇒

③淀川舟運復活の軌跡を辿る(9月)
※船上から淀川の現状を把握

⇒

⇒ ⇒ ⇒

②淀川ウォークアバウト(11月.12月)
※河川管理施設の役割を地域住民に知ってもらう
11月／柴島取水場・水道記念館
12月／毛馬閘門・毛馬排水機場

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒

①淀川探検隊(7月.8月)
※生物や植物の採集を通じ現状を把握
7月／桜ノ宮ビーチ
8月／淀川右岸塚本地区

⇒

内容

淀川や水辺の常連ではなく、淀川や水辺に興味はあるが、どのように関わってよい
かわからない近隣の小学生（親子）をメインの対象にしている。生き物採集などを
行い、ハードルは低くし、活動の中で、治水、利水、環境、防災などにも触れ、淀
川への知見と興味を向上させている。活動体験者は、自らの興味で淀川を楽しむこ
とができるような活動内容に心がけている。

２期

氏名 所属

「近隣住民を含む多くの人々に対し水辺への興味度を上げます。」
水辺は楽しいことがなんでも出来るイメージがあるが実は危険な個所が多く、また、見るからにきたない箇所や一部の河川利用常連者
（釣り、ラジコン、非動力船）などが幼い子供を持つ親子などに不安を与えることが多いのも今の状況です。
誰もが楽しく憩える場所づくりを5年かけて行いたいと思っています。水辺への興味こそが水辺を知る原動力になり、河川で遊ぶだけ
でなく生態系や防災への興味、緩やかな水辺利用ルールに繋がっていくと考えています。 活動全体に

おけるア
ピールポイ

ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

生き物、植物などの採集を絡めた活動に、興味を持つ親子は多くあるが、街歩きを
メインとした活動への関心は薄い。年齢の幅を広げることも検討しているが、淀川
の新しいファンづくりも活動の課題としているので、行政や団体との密な広報連携
を行い、参加者を募りたい。

Step1
地域住民の関
心を高める

水辺をみんなで知る。
・地域住民や今まで河川に興味がなかった
人たちに河川の魅力を伝える
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/11/9
淀川河川敷清掃活動／大阪海
さくら×淀川名人養成講座
2024

淀川左岸（此花区、伝法
漁港周辺）

協力 39
で
き
た

普
通

1 1 ● ○ ● ● ● 　

[充実度]オリジナルの淀川解説パネルを作成。
[定着度]清掃活動の依頼があり連携活動として清
掃活動を行った。[地域貢献度]淀川についての知
見を高める事が出来た。[河川事業貢献度]淀川解
説に淀川閘門などの解説を盛り込んだ。

2 2024/11/23
淀川名人養成講座2024　淀川
探検隊③～淀川ウォークアバ
ウト～

大阪市水道局（大阪市水
道記念館）、淀川河川公
園西中島地区

主催 14
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● 　

[充実度]散策だけでは、参加者が集まりにくいの
で、施設見学を加えた。
チラシを作成し、河川公園での配布、案内なども
おこなった。[定着度]口コミだけでなく、チラシ
の配布やサイトへの情報掲載により、広く周知を
行えた。[地域貢献度]治水利水環境についての説
明を丁寧に行った。[河川事業貢献度]淀川大堰や
毛馬閘門の役割を理解できていない方もいたの
で、現場にて説明を行った。

3 2025/3/8
淀川水系一斉美化アクション
淀川右岸クリーン大作戦

淀川右岸「菅原城北大
橋」周辺（東淀川区）

4 2025/3/20
淀川左岸（此花区）河川敷清
掃

淀川左岸（此花区、伝法
漁港周辺）

5 2024/6/9
ガールスカウトの十三干潟の
生物調査と清掃活動

天候不良によりとりやめ

6 2024/8/31
淀川名人養成講座2024　淀川
探検隊①

　 台風のためとりやめ

7 2024/9/1
淀川名人養成講座　淀川探検
隊②

台風のためとりやめ

8 2025/1/25
淀川名人養成講座2024　淀川
探検隊④～淀川ウォークアバ
ウト～

蕪村公園～毛馬閘門 参加者が集まらないため、とりやめ

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

活動の充実度

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

貢献分野

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

達成状況

確認項目 STEP

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

No.

実施状況 連携団体数
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道場　明子 区分 河川レンジャー（2期目） 枚方出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

step１の活動が中心となっているので、step２、step３と段階を繋げていきたい。
「自転車マナー向上」に向け意見聴取を行ったが、聴取数が少ないため定期的に実
施し、ヒヤリハット作成に向け状況に応じて実施場所や、聴取内容、聴取方法も検
討していきたい。

⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

地域の自治体・住民団体などが自主的に活
動を行えるよう、定期的な活動を定着させ
る。

（月１回の活動を継続しておこなう。）

⇒ ⇒

Step1
地域住民の関
心を高める

地域住民が、淀川に関心をもつ活動を行
う。

①淀川散歩（自転車編）
　淀川散歩（ウォーキング編）
②防災講座
③美化アクション　　　　　　　　　　　④バッ
タのオリンピック
⑤地域の要望に応じた講座

⇒ ⇒ ⇒

地域の自治体、住民団体と協力・連携した
活動を行う。

「自転車マナー向上」公園利用者や自転車利用者
からアンケートや意見聴取を行いヒヤリハット
マップを作成する。

⇒ ⇒

内容

step１の活動は、昨年度新規でレンジャーニュース設置依頼に伺った先で、今年度
の講座開催につながったり、過去の講座参加者の依頼で講座を実施し活動の場を拡
げる事ができた。今年度は、自転車マナー向上に向けた活動を開始することができ
たので、今後は定期的に意見聴取を行いながら、マナー向上につなげていきたい。

２期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

①守口市を中心に、地域住民に淀川の魅力を発見し、ファンになってもらうきっかけづくりになるような、気軽に参加できる活動を行い、
淀川への関心を高めるとともに、地域住民より「淀川の課題」の情報収集を行う。また、地域の要望に応じて講座を行う。
②守口市のコミュニティセンターや、自治会と連携し地域に密着した水防災講座や、シニア向けや小さいお子様がいる家族向け等、より身
近な防災講座を行い、地区防災計画の推進につながる活動を行う。
③自転車利用者のマナー向上活動や、美化アクションを行い、あらゆる利用者が気持ちよく淀川を利用できる啓発活動を行う。 活動全体に

おけるア
ピールポイ

ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

⇒ ⇒

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/8/3
守口市立図書館　マイ・タイ
ムライン

守口市立図書館 共催 8 1
で
き
た

普
通

1 1 ● ● ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]講義の内容を以前よりしぼったので、
ワークショップの時間をしっかりとる事ができ
た。また、参加者が少なかったので、話ながらす
すめる事ができた。[地域貢献度]至らなかった
[河川事業貢献度]至らなかった

2 2024/8/4 淀川入門講座
メープルパーク・スクエ
ア集会所（守口市外島町
６）

共催 25 1
で
き
た

普
通

1 1 ● ○ ○ ○ ● ○ ○

[定着度]地域の要望により、講座を実施できた。
この地区は、昨年度自治会長さんから「校区ハイ
キング」や、「下島小学閉校イベント」等お声か
け頂き活動させてもらい、良好な関係が保ててい
る。[河川事業貢献度]至らなかった

3 2024/9/7
淀川の環境・歴史「知って愉
しむ淀川ワンド」

〔座学〕西部コミュニ
ティセンター（守口市）
〔実習〕菅原城北大橋⇒
城北ワンド⇒淀川河川公
園赤川地区で解散

共催 45 1
普
通

普
通

1 1 ● ○ ○ ● ○ ○

[定着度]昨年度実施の講座参加者の紹介でこの度
実施できた。事前に幹事の方々と2度打合せがで
き、概ねニーズに応える事ができた。[河川事業
貢献度]至らなかった

4 2024/10/13
バッタのオリンピック（八雲
地区）

淀川河川公園八雲地区 主催 50
普
通

普
通

1 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

[地域貢献度]13家族参加で13枚アンケート回収結
果、「川で行う活動に参加したい」「川への興味
関心が深まった」の其々の質問に、「思う」と
「とても思う」の回答が各11で、公園内の実施だ
が興味・関心を参加者にもってもらえた。[河川
事業貢献度]至らなかった。

5 2024/12/7
自転車と歩行者に関する意見
聴取

淀川河川公園太子橋地区 主催 77
で
き
た

普
通

1 1 ● ● ○

[充実度]通行人に直接聞き取りをおこなった。
[河川事業貢献度]ヒヤリハット理由【自転車6名
ランナー1名が「自転車ゲート」が最も多く、自
転車の変速機（ディレーラー）やペダル・タイヤ
止めが壊れる。降りても狭い。通りにくい。その
次は自転車各３名で、①ボール（走行中ぶつかっ
た。飛んできた。）②道路の状態（城北ワンド周
辺ガタガタ箇所による振動。寝屋川周辺穴があい
ている。佐太の取水棟付近の鉄板すべる。）③駐
車場車の出入り。（一旦停止せず車が入ってく
る。車の一旦停止線消えている。）④天端（草で
狭くなるし、見通し悪い。高速走行の自転車）⑤
高速走行の自転車】だった

6 2025/1/17
寝屋川市立図書館　防災講座
「ハザードマップの活用」

寝屋川市立中央図書館 共催 22 1
で
き
た

普
通

1 1 ● ● ○

[定着度]寝屋川中央図書館様より要望頂き、年1
回実施で、今年で3回目実施となり、次年度も依
頼頂けた。実施日が阪神淡路大震災30年の日にあ
たり、平日にも関わらず、申し込み定員20名、当
日参加17名だった。[地域貢献度]至らなかった
[河川事業貢献度]至らなかった

7 2025/3/1
淀川京街道クリーン大作戦 守
口八雲

淀川河川公園八雲地区・
外島地区

8 2024/11/ 守口市民祭り 大枝公園
とりやめ　出展スペースなし・出展テーマにあわ
ないため

9 2024/12/ 水防災講座
西部コミュニティセン
ター

予定していたが、他の活動を実施するため、12月
の活動はとりやめました。

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

貢献分野

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

No.

実施状況 連携団体数 達成状況

確認項目 STEP
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岡村　雅広 区分 河川レンジャー（1期目） 枚方出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

⇒ ⇒

⇒

⇒

内容

・レンジャー1年目として2月時点で活動回数32回（前年比200％）参加人数1,296名
（前年比230％)うち月例活動の「なごめる水辺づくり」は8回145名（前年比
154％）という結果で、自分としてはそれぞれの活動において大きな事故なくまた
スムーズに取り組めたのも事務局及び参加者のみなさんのおかげと感謝しておりま
す。
新規分野にも果敢にチャレンジして経験することで次の活動に活かして自信となり
ました。その中でも人の輪の広がりに有難さを痛感しています。
小学生から高齢者まで多くの方々にゴミ拾いや防災学習を通じて川の魅力、あるべ
き姿、備える大切さ、これからの課題提案を伝えることができました。

・レンジャー2年目として取り組む課題は
１．枚方多自然池エリアの「なごめる水辺づくり」の継続を通じてゴミ拾いにとど
まらず環境整備に取り組みます。（伐木後の空間利用、多自然池の有効利用、外来
生物の駆除ほか）
２．天野川河口エリア、三矢ワンドの維持管理に取り組みはじめます。活動を通じ
て川の魅力を伝えられるエリアづくりを目指します。
３．人の輪を活かして、淀川資料館での夏休み企画の活動を充実させます。
４．発見講座、養成講座、ふれあい土木展を通じて河川レンジャーそのものの知名
度アップ、次世代レンジャー育成について積極的に取り組みます。
５．要請をうけた活動を通じて淀川の歴史、流域治水について学んで参加者に伝え
ます。

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

枚方市「かわまちづくり」について住民と
ともに淀川を活かせる活動に取り組む。

市役所の窓口である下水道整備局及び観光交流課
にアプローチしていく。

２期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

淀川は関西地方ひいては日本の歴史に深く関り、地域住民はもちろん全国から関心を集める宝物です。２０２５年に開かれる大阪・関
西万博に向け新たな舟運利用も計画されており、また枚方市、交野市にまたがる交野が原は再開発計画が実行に移され新たな人々が暮
らすエリアと注目されております。様々な歴史を重ねてきた淀川を中心に地域のみなさんに関わってもらいたく親水活動を目指しま
す。なごめるエリアづくり、生物多様性対応を実感できるイベント、もちろん川の恐ろしさも伝えることで自然を畏れる大切さを伝え
られればと思います。
枚方エリアには枚方公園、淀川資料館という人々が馴染みやすい施設がありこれまで以上に有効利用し、高齢化、少子化が問題となる
なかそこにスポットをあてた川づくり、人づくりを目指します。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

Step1
地域住民の関
心を高める

「なごめる水辺づくり」を提案しイベント
を通じて目指す姿に近づけていく。

多自然池エリア環境保全活動＞水辺のごみ回収と
草木整備。

淀川資料館企画展と連携した「淀川をもっと知ろ
う」講座

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

淀川河川公園枚方　多自然池エリアにおけ
る外来種駆除活動を実施する。

観察会を通じて現状を知り、対策を練ったうえで
駆除活動を開始する。
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/4/24
多自然池エリア　　なごめる
水辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 14 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● 　

[充実度]・活動後の感想交換会を実施して、参加
者の気づきの共有と次回以降の参加喚起を促し
た。[定着度]・継続参加者が固定化されるととも
に新規参加者も増えてきている。枚方市との連携
もできてきており継続して実施していく。[地域
貢献度]・枚方市の川まちづくりを参加者に認知
いただきさらに踏み込んだふれあいを広めた。
[河川事業貢献度]・多自然池にふさわしい整備を
継続している。

2 2024/5/10
常翔啓光学園高等学校　防災
学習（マイ・タイムライン）

常翔啓光学園高等学校 共催 12 1 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ● 　

[充実度]・カード方式で意見・気づきの見える化
を実施して今後の展開に役立てるように工夫し
た。　　　　　　　　　・アンケートから理解度
を確認し次回以降に役立てたい。[定着度]・地域
の高校からの要請に応え次世代の防災リーダー育
成を目指す。[河川事業貢献度]・水害のリスクと
予見できるリスクについて理解いただけた。

3 2024/5/22
多自然池エリア　　なごめる
水辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 14 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ○ ● 　

[充実度]・毎回実施している閉会時に気づき、感
想の場を通じて、活動の意義と改善点を共有でき
ました。[定着度]・枚方市、交野市からの参加者
が増える傾向で今後は呼びかけで輪を広げてゆき
たい。[地域貢献度]・オオヨシキリやキジの鳴き
声が聴こえる中での作業となり、参加者に紹介し
て自然を身近に感じていただけた。[河川事業貢
献度]・閉会時に意見を聞く場を持っています。

4 2024/5/27
大阪区民カレッジ城東校　出
前講座

中央流域センター、淀川
資料館

協力 39
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ● ○ ○

[充実度]枚方の街歩き探索、淀川資料館での淀川
の紹介、防災学習と初めての活動でしたがこなせ
ることができました。[定着度]・今回は昨年に引
き続き２回目の活動でした。
企画事務局スタッフから来年も実施をお願いした
いとの要請を受けました。[地域貢献度]淀川資料
館を利用いただき河川について意識をもっていた
だきました。[河川事業貢献度]マイ・タイムライ
ン作りを通じて水害防災の意識をもっていただけ
た。

5 2024/6/17
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（マイ・タイムライン事
前学習）

常翔啓光学園高等学校 協力 9 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ○ 　

[充実度]・事前のリハーサルで流れと時間配分、
伝える内容の確認ができたことが良かったと思い
ます。[定着度]・常翔啓光学園高等学校からの要
望に沿って「啓光FAL」を引き続き進めていきま
す。[地域貢献度]・地元での水害被害を伝えるこ
とで意識の変化が解りました。[河川事業貢献
度]・次回実施する住民ヒアリングに向けて準備
ができました。

6 2024/6/21
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（水害についてヒアリン
グ）

常翔啓光学園高等学校 共催 9 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● 　

[充実度]生徒自ら行動をすることで自主性を高め
られたと思います。[定着度]地元商店街のお店の
支援、協力を得られました。[地域貢献度]過去の
水害体験を改めて見直していただける機会となり
ました。[河川事業貢献度]過去の水害体験におい
て市役所へ対策要望をされておられました。（ポ
ンプ場の新設）

7 2024/6/26
多自然池エリア　　なごめる
水辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 14 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● 　

[充実度]・今回も閉会時に感想、意見を聞く場を
持ち参加者のみなさんで気づきの共有を図りまし
た。[定着度]・川づくりパートナーをはじめ毎回
参加いただけるメンバーが増えてきました。[地
域貢献度]・今回は特に水位上昇で淀川の変貌を
体感いただきました。[河川事業貢献度]・閉会時
に参加者から感想や意見を聞いています。かわま
ちづくりの参加をお願いしています。

確認項目 STEP 治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用1)

計画達
成状況

活動の充実度

維
持
管
理

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

貢献分野

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

達成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

No.

実施状況 連携団体数

学
校
関
係

市
民
団
体
等

行
政
機
関

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

18



２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

8 2024/7/12
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（浸水歩行体験）

中央流域センター 協力 9 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ○

[充実度]・初めて「浸水地歩行体験」をすること
により歩行のリスクを伝えることができました。
[定着度]・高校生として学園祭を通じて地域のみ
なさんに水害防災について気づきを与えてくれる
ことを期待しています。[地域貢献度]・これまで
の授業で学んでいただいたことを次のステップと
して伝えることの難しさを理解していただきまし
た。[河川事業貢献度]・学園祭のおりに体験者に
アンケートを実施し住民意見を収集します。

9 2024/7/16
門真市立第五中学校　マイ・
タイムライン　2年生

門真市立第五中学校 協力 155 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・中学生を対象とした言葉遣いや資料作
りを工夫した。[定着度]・中学校からの要請を受
け、防災授業を通じて早期避難の重要性を伝えら
れた。[地域貢献度]台風接近時の川の危険性を伝
えることができた。[河川事業貢献度]中学生を通
じて家族である地域住民へ水害に対する備えの重
要性を伝えた。

10 2024/7/17
門真市立第五中学校　マイ・
タイムライン　3年生

門真市立第五中学校 協力 148 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・河川レンジャーの活動を追記し認識い
ただいた。[定着度]・中学校側から積極的に支援
をいただいた。[地域貢献度]・台風接近時には川
に絶対近づかないことを伝えることができた。
[河川事業貢献度]・中学生を通じて災害に対して
備えることの大切さを伝えることができた。

11 2024/7/21 「淀川をもっと知ろう」講座 淀川資料館 主催 10
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● 　

[充実度]講座の最後のパートで参加者全員に感想
を述べてもらい新たな気づきを共有いただきまし
た。[定着度]枚方市から「川まちづくり」イベン
トとして参加要請がありそのことに基づき実施し
ました。[地域貢献度]ほぼ全員の方が今回の活動
を機にもっと淀川を知りたいとの意向です。[河
川事業貢献度]淀川に対して関心をもっていただ
く機会となりました。

12 2024/7/26
常翔啓光学園高等学校　防災
学習（水害体験施設の見学）

京都大学防災研究所　宇
治川オープンラボラト
リー

共催 10 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● 　

[充実度]・宇治川オープンラボラトリーは、高校
生を受け入れてもらえることを知り学校側に取り
組むよう働きかけ実施できました。[定着度]・地
域貢献を目指す生徒たちにとってより説得力がつ
いたと思います。[地域貢献度]・今後の生徒たち
の活動は地域小学校での防災学習にチャレンジす
ることです。[河川事業貢献度]・河川授業や浸水
地歩行訓練を通じて災害に備える考え方を理解い
ただけた、

13 2024/8/28
多自然池エリア　なごめる水
辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 14
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・今回は大量に打ち上げられていたエリ
アから活動を開始するように指導しました。また
分別や回収ごみの移動についても役割を決めて効
率よくできました。[定着度]・参加者のみなさん
と活動後に気づきや感想をのべてもらい地域活動
を担っていることを実感しました。[地域貢献
度]・活動中にカワセミを見つけることができ参
加者に伝えることで自然とのふれあいを実感いた
だきました。[河川事業貢献度]・活動終了後に各
自から気づき、感想、希望を発表いただいていま
す。

14 2024/9/2
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（浸水歩行体験）

常翔啓光学園高等学校 協力 51 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ○ ○

[充実度]・初めての企画であり今後も継続するの
か学校側とも協議していく。[定着度]・学校、生
徒からの要望に応えた活動でした。[地域貢献
度]・河川レンジャーの活動をアピールできまし
た。
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15 2024/9/3
門真市立第五中学校　マイ・
タイムライン　1年生

門真市立第五中学校 協力 144 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ○ ●

[充実度]資料を中学生向けに言葉遣いを修正し今
後も利用できるようにした。[定着度]・中学校か
らの要請を受け防災授業を通じて想定される水害
への備えの大切さを伝えることができた。[地域
貢献度]台風接近時の川の危険性を伝えることが
できた。中学生を通じて家族である地域住民へ水
害に対する備えの重要性を伝えた。

16 2024/9/13
枚方市立伊加賀小学校　川の
総合学習　４年生

枚方市立伊加賀小学校 協力 84 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ○

[充実度]・小学生が興味を持つよう、身近な話題
からアプローチしました。　　・各パートごとま
とめと考え方を提示したことで理解度が深まった
用です。[定着度]・学校側の要望に応えることが
でき、次につなげれるきっかけとなりました。
[地域貢献度]・淀川についてもっと知りたいとの
感想がありました。[河川事業貢献度]・今後の活
動を通じて意見を引き出していこうと思います。

17 2024/9/20
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（マイ・タイムライン）

常翔啓光学園高等学校 協力 9 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・スケジュール案の提示によって今回の
活動（授業）において何をしないといけないかを
明示した。[定着度]・高校の年間カリュキュラム
に沿って活動を継続しています。[地域貢献度]・
地域の防災意識向上を目指し小学校への出前授業
について取り組んでいます。[河川事業貢献度]・
地元住民へのヒアリングや学園祭を通じて防災意
識の向上を図っています。

18 2024/9/25
多自然池エリア　なごめる水
辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 17 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・参加者アンケートの回収率向上を図
り、次回予告チラシにアンケートのＱＲコードを
記載するようにしました。[定着度]・参加いただ
いた枚方市職員、枚方市市議から活動の意義を認
められ意見交換のおり発表いただきました。[地
域貢献度]・レギャラー参加者が継続して参加い
ただき活動について評価されていることを確認し
ています。[河川事業貢献度]・今回の活動を通じ
ヘドロ地帯は危険なことを改めて気づき行政側へ
改善を求めるべきとの意見がでました。

19 2024/10/9
多自然池エリア　　なごめる
水辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 19 1
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ● ● ● ●

[充実度]・前回初参加された会社の方から、会社
の方針としてボランティア活動に積極的に参加す
るよう推奨されていることを知りボランティア活
動参加証明書を発行しました。[定着度]・枚方市
役所との連携を図り、順調に「川まちづくり」構
想にそった活動となってきました。[地域貢献
度]・ゴミ拾いだけでなく自然を感じる活動とし
て参加者から評価されています。[河川事業貢献
度]・活動後にお互いの気付きを発表いただき今
後の活動についての方向性を確認しています。

20 2024/11/8
なごめる水辺づくり　ロハス
パーク枚方前　11月

淀川河川公園　枚方上流
駐車場

主催 13 3 2
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・通常参加いただいている方々へのメー
ルによる案内だけでなく、市役所、関連団体へも
直接参加を募りました。[定着度]・地域のイベン
ト前活動でイベント時には淀川に親しんでもらえ
ると思います。[地域貢献度]・多自然池の四季の
紹介や生き物の状況を紹介し川への関心を持って
もらう工夫をしました。[河川事業貢献度]・参加
者全員から活動後に気づきを発表いただき川への
関心を持っていただきました。
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21 2024/11/24
枚方市総合防災訓練「ひこ
防’z2024」

枚方市役所 協力 171
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・初めての活動でしたので、今回の経験
を活かし来年以降、よりより活動にしあげて行き
ます。[定着度]・枚方市主催のイベントに河川レ
ンジャーとして防災学習の一環として対応できま
した。[地域貢献度]・水害にたいする備えること
の重要性を理解いただけたと感じました。[河川
事業貢献度]・体験を終えた方々から感想を積極
的に聞き出しました。

22 2024/11/27
多自然池エリア　　なごめる
水辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 22 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・毎回実施している意見・気づき交流会
ですが、伐木後、このエリアをどうしていくか、
どうなってほしいか要望を聞くことができ、アン
ケートで反映したいただくようお願いしました。
[定着度]・川の状況によりゴミの散乱状況も変化
するので臨機応変して対応しました。[地域貢献
度]・多自然池エリアについて関心を深めていた
だけました。[河川事業貢献度]・今後、多自然池
エリアをどうしていけばいいのかアイデアをいた
だきました。

23 2024/11/29
枚方市立桜丘北小学校　4年生
川の学習

天野川　星ヶ丘　浜橋
藤田川合流地点　付近

協力 48 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ● ● ● ● ●

[充実度]・小学生はタブレットを利用して授業を
しており、アンケートから今回の授業に対して意
見や感想を得ることができました。[定着度]・小
学校の地域を知る学習において川は一つの要素で
あり今後も要請があれば積極的に受け入れていき
たい。[地域貢献度]・アンケートの結果から今回
の授業を通じてもっと川とかかわりたいとの回答
をいただけた。[河川事業貢献度]・川ゴミをなく
するにはどうしたらいいのか、川の生き物をもっ
と知りたいとの声をいただきました。

24 2024/12/6
枚方市立伊加賀小学校　4年生
川の学習

三矢ワンド周辺 協力 27 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ● ● ○ ● ●

[充実度]・座学で学んだ川について実際に川に近
づき新たな発見をみつけるきっかけとなりまし
た。
・アンケートを実施して何を学んでいただけたか
を確認できました。[定着度]・小学校の地域を知
る学習に貢献できました。[地域貢献度]・普段は
近づかない川について関心を持ってもらえまし
た。

25 2024/12/20
枚方市立樟葉西小学校　防災
学習1回目

枚方市立樟葉西小学校 協力 31 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ○ ● ●

[充実度]・学校側の意向により３時限の枠をいた
だき丁寧にすすめることを目指した。
河川財団作成の「雨水のゆくえ地面のと地面の様
子」で流域と雨の関係を理解しやすく説明した。
アンケートの実施から避難について気づきを与え
られた。[定着度]・校区全体が浸水時３ｍ以上と
なる地域で今回の授業を通じて伝えることができ
た。[地域貢献度]・天井川が校区に流れているこ
とを写真と図示で伝えリスクの大きさを共有して
もらえた。

26 2024/12/25
多自然池エリア　なごめる水
辺づくり(水辺のゴミ拾い)

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催 18 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ● ●

[充実度]・伐木工事でこれまで入れなかったエリ
アでの活動が可能となったため手つかずのゴミが
回収できました。[定着度]枚方市観光交流課の課
員も参加いただき枚方市の意向も河川事務所に伝
えていきます。[地域貢献度]・参加者から気づき
や意見を聞く場を設け今後の活動に活かしていき
ます。[河川事業貢献度]・アンケートを通じ河川
管理者のみなさんへ参加者の思いを伝えます。

27 2025/1/10
枚方市立樟葉西小学校　防災
学習2回目

枚方市立樟葉西小学校 協力 96 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ●

[充実度]・水平避難先の紹介として帰省先が相当
することを伝えることができた。[定着度]地域安
心安全部会との連携も図れておりさらに深めてい
きたい。[地域貢献度]授業内容を家庭に持ち帰
り、災害対策について考える一助となった。
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28 2025/1/17
枚方市立樟葉西小学校　防災
学習3回目

枚方市立樟葉西小学校 協力 68 1 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ● ●

[充実度]・浸水時には町は泥の状態となることを
ＣＧで説明し理解度を深めた。[定着度]地域安心
安全部会との連携も図れ、授業を観てもらった。
[地域貢献度]地域の総合防災訓練に家族の方とと
もに参加いただくようお願いした。

29 2025/2/4
府民カレッジ　大東校　防災
学習

大東市生涯学習セン
ター・アクロス

30 2025/2/16
枚方市立樟葉西小学校校区
総合防災訓練

枚方市立樟葉西小学校

31 2025/3/19 なごめる水辺づくり№17
淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

32 2024/7/27
多自然池エリア　「外来植
物」観察会

淀川河川公園枚方地区
多自然池エリア

主催
常翔啓光学園高等学校の防災学習が入ったためと
りやめ

33 2024/8/26
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（浸水歩行体験）

常翔啓光学園高等学校 計画変更、31日が活動

34 2024/8/30
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（浸水歩行体験）

常翔啓光学園高等学校 計画変更、31日が活動

35 2024/9/
（仮称）常翔啓光学園高等学
校　出前授業（意見交換・ま
とめ）

とりやめ

36 2024/10/11
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（マイ防災マップ）

とりやめ

37 2024/10/18
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（マイ防災マップ）

とりやめ

38 2024/10/25
常翔啓光学園高等学校　出前
授業（発表会）

とりやめ

39 2025/2/2
淀川京街道クリーン大作戦 枚
方

河川公園枚方地区〜磯島
地先

雨天中止
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歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目

アピールポイント
1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野 取り組み内容

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目 STEP
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天野　康生 区分 河川レンジャー（試行期間） 枚方出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

Step1
地域住民の関
心を高める

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒

⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/12/15
庭窪ワンドさんぽ　歩いて知
ろう！庭窪ワンドの生物多様
性

庭窪ワンド 主催 13
普
通

普
通

1 1 ● ○ ● ○
[充実度]今回、ワンドのさんぽということで、移
動中に参加者との会話を通じて、現場の印象や感
想を伺うことができた。

2 2025/3/
庭窪ワンドさんぽ　歩いて知
ろう！庭窪ワンドの生物多様
性

庭窪ワンド 日程等の調整がつかずとりやめ

内容

主催した「庭窪ワンドさんぽ」参加者の中で、初めて庭窪ワンドにお越しいただい
た方から
・ゴミがたくさん流れ着いていると聞いてはいたが、実際に見るのとでは
　全然違っていた。今後も何かしらアクションをしていきたい。
・来年2月の一斉美化アクションに参加したい。
と前向きなコメントを頂戴することができた。また、参加いただいた“かどま大
学”の方から、ららぽーと門真で開催する主催のイベントにて、庭窪ワンドの状況
や河川レンジャー活動の紹介をしてはどうかとのご提案をいただくことができた。
開催日の2025年3月9日に向けて紹介内容を調整中。

守口市 環境下水道部、門真市 環境政策課との接点はできていたが、活動への巻き
込みができなかった。地域住民の声を把握し、課題として伝えていくなど、行政が
期待する内容への改善が必要と考えているので、引き続きアプローチをしていく。

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

確認項目 STEP

庭窪ワンドビーチ保全および啓発イベント

1)
計画達
成状況

活動の充実度

維
持
管
理

達成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

貢献分野

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

　

No.

実施状況 連携団体数

学
校
関
係

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

２期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

庭窪ワンド周辺では、漂着ごみやごみのポイ捨てが見られ、景観・水辺利用の面などから課題と考える。このため、庭窪ワンド周辺へ
の人の誘導が大切と考え、環境保全を活動のベースにしながら、人の往来が容易となる安全な動線と川について学ぶ場所を構築し、地
域住民が気軽に訪れる場所に変えることで解決を目指す。
一方で、水辺の安全を確保することも重要であり、安全利用の啓発にも注意をはらう。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

庭窪ワンドの認知度向上と課題の吸い上
げ。

庭窪ワンドを知る活動として、地域向けのイベン
ト(散策、生き物、外来種の勉強会など)を行う。

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

庭窪ワンドエリアにおいて、地域住民が気
軽に訪れたくなるような“ビーチ化”を目
指す。

人の往来が安全に行えるよう草刈りと樹木の剪
定、および漂着ゴミの清掃活動を行う。
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多田　俊幸 区分 河川レンジャー（試行期間） 枚方出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

⇒ ⇒

⇒ ⇒

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/5/12
平野校区自主防災会 浸水歩行
体験

枚方市立平野小学校 協力 200 2 4 1
で
き
た

普
通

1 1 ● ● ○ ○

[充実度]　イベント本部の方々の一部から参加さ
せてほしいとの話があり、グループとグループと
の間に時間を設けて十分に体験してもらい、怖
さ、難しさを知ってもらえました。

2 2024/9/11
枚方市立津田小学校校区マイ
タイムライン体験

枚方市立津田小学校 協力 73 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ○ ○ [充実度]活動後、参加者にアンケートを実施

3 未定 浸水歩行体験会 　 とりやめ

活動の充実度

維
持
管
理

内容

　河川レンジャー事務局のサポートがあったおかげで、出来る限り忠実に講義及び
活動をすることが出来たと思っています。

　なお、今後ですが、出来レンジャーのプール出前授業には淀川かわづくりパート
ナーとして参加したいと思っていますので、また連絡いただけたら幸いです。

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

貢献分野

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

STEP 治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用1)

計画達
成状況

No.

実施状況 連携団体数

学
校
関
係

達成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

市
民
団
体
等

行
政
機
関

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

確認項目

　

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

　

２期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

・淀川(河川)と触れ合う機会の少ない人達に、自然体験や啓発活動を通じて、河川の魅力を知ってもらう。

・防災士としての経験を活かして、河川周辺の洪水及び内水氾濫に対する意識の向上を、皆に持ってもらいたい。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

Step1
地域住民の関
心を高める

・淀川沿いにおいて、自然体験の活動及び
啓発を目標とする。
・防災に関する意識(中でも洪水、内水氾
濫に対する意識)を高めてもらいたい。

「守口市こどもまつり」（連携活動）

淀川の枚方出張所管内で、防災訓練(浸水歩行体
験)を行う。

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

24



上田　豪 玉井　理恵 区分 河川レンジャーアドバイザー 枚方出張所

１．活動の目的 ３．総　括

氏名 所属

活動名 活動目的

淀川まるごと体験会
「点野水辺づくり」計画の一環として,川の楽しさとともに淀川を学び、河川愛護精神
と川で安全に遊ぶ心得を伝える。

内容

点野みんなの水辺づくり　2024年4月～2025年3月

河川公園の切り下げおよびワンド整備と連動し、整備後の水辺利用促進と利用者が関
わる維持管理の実践と提案をおこなう。団体や人材の育成。
河川協力団体ねや川水辺クラブ、摂南大学との連携実績を活かし、さらに地域住民、
団体、企業などすそ野を広げ、人材育成につなげる。

活動全体にお
けるアピール

ポイント

活動結果を踏
まえた今後の
課題・改善点

会場は樋門遺構を活かした公園づくりに市民協働でとりくんだ経緯もあり、川の文化
を今に伝える史跡公園として知られています。地理的にも文化的にも河川公園と地域
とを結ぶ要衝といえます。地域住民の方に河川公園の切り下げ整備について知ってい
ただく機会とし、地域の団体、住民の交流の場とする

茨田イチョウまつり

淀川流域一斉美化アクションの一環として、ワンド整備工事も完了した点野砂州・ワ
ンド周辺において、地域住民、学校、団体などに呼びかけ河川利用促進とマナーアッ
プのために清掃活動を行います。

淀川京街道クリーン大作戦 点野

●毎月定例でおこなっている活動では、連携する摂南大学エコシビル部の部員が少な
くなっており、参加者数が10名を下回ることもあるが、作業の内容は充実し質も向上
している。
●市民の関わる川づくり、維持管理、利活用の活性化には定例の維持管理活動と、ス
ポット的イベントを並行して実施し続けることが肝要である。スポットイベントを
きっかけに興味を持ってくれる企業もあった。

●長年継続して取り組んでいるスポットイベントの柱でもある淀川まるごと体験会に
ついて、これまでも実施時期、規模など試行錯誤してきたが、実行委員会の場で、こ
れまであがってきた課題を再検討し、次年度は春・夏2回に分け実施する。再整備され
た親水空間や野草地区の利活用の活性化につなげていく
●学生による企画・発信のイベントも継続実施できるよう協力できる体制をととのえ
る。
●定例の点野みんなの水辺づくりは連携する2団体の参加者数が低迷していることか
ら、新規参入団体・グループ、住民の参加しやすい状況整備(早めの日程調整、広報媒
体見直し、規律整備など）に努めたい。
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/4/14
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 17 1 1 3 ○ ○ ● ● ●

[充実度]安全対策として草刈り機など作業者にヘ
ルメット着用を課していたが、頭上に木のあるエ
リアでの作業者全員ヘルメット着用とした。[地域
貢献度]擬木柵のチェーンがオープンになっている
個所（入り口）から砂州へ下りる通路を常時整備
することとした。

2 2024/5/12
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 11 1 1 3 ○ ● ● ● ●

[充実度]休憩をはさみ、前後で担当する分担を入
れ替え、川づくりに興味の内学生の中だるみ、漫
然作業となることを防いだ。[定着度]本活動とは
別に、連携する団体を含む複数団体連合で、当地
にヨシ、セイタカヨシ、オギ、チガヤなどを移植
する計画があるので、移植予定地など共有しなが
ら、作業を進めた。[地域貢献度]ミニレクや観察
時間を盛り込みながら進めた。

3 2024/6/9
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 11 1 1 3 ○ ○ ● ● ● ●

[充実度]オオブタクサの抜根か上部刈り取りかの
検討ができた。[定着度]夏季に活用できるスペー
スを拡大するために、下流側の緑陰にも広場を整
備した。[地域貢献度]先月に引き続き、背丈以上
に伸びて、見守りの丘から川面の視界を遮るオオ
ブタクサの壁を、取り除けた。砂州広場と０号ワ
ンドとの間の壁も取り除け、砂州の広場からワン
ド側が見通せるようになった。

4 2024/7/14
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 13 1 1 3 ○ ● ● ● ● ●

[充実度]オオバナミズキンバイの駆除にあたり、
生態や流域での状況、駆除にあたり拡散防止のた
めの注意点など説明し、特定外来生物の駆除経験
のない参加者の理解を深めた。[定着度]夏季に緑
陰を有効活用できるよう、草刈りや、園路への草
のはみだしがなくなるよう整備した。[地域貢献
度]特定外来生物の駆除に関して興味をもち、集中
力を途切れささず、腰まで水につかっての作業を
かなした。特定外来生物の当地への侵出を自分た
ちが水際で食い止めるというミッション意識が芽
生えた。[河川事業貢献度]連携する団体が行う、
ヨシ、チガヤ、セイタカヨシ、マコモなどの移植
事業計画と情報共有し作業を調整した

5 2024/8/11
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 9 1 1 3 ○ ● ● ●

[充実度]オオバナミズキンバイの駆除について
は、前月経験者にリーダーになってもらい任せた
ところ、丁寧な作業をしてくれていた。[定着度]
本活動と協力関係にある団体によるチガヤ等移植
計画について情報を共有し、同一エリア内で草刈
りなど手を入れる場所にについては競合せぬよう
ゾーニングをおこないうまく連携できている。

6 2024/9/1
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 11 1 1 3 ○ ● ● ●

[充実度]淀川まるごと体験会に向けての会場整備
を兼ねていたので、協力団体から参加があった。
[定着度]関係団体などが進めるチガヤ等植え付け
計画の進捗状況など、重機を入れて整地された現
場を見ながら、掘り起こされたクズの根のことな
ど詳細な情報を共有した。

7 2024/9/8
【連携活動】
淀川まるごと体験会
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 113 11 3 2 3 ○ ● ● ●

[充実度]コロナ禍以降数年ぶりに、市内沿川小学
校にチラシを配布した。[地域貢献度]沿川小学校
にチラシ配布した。自由参加の緑陰でのクラフト
体験、ブランコ、防災啓発などを広報「ねやが
わ」市民広場のコーナーでＰＲした。

取り組み内容

活動日 活動名 アピールポイント
1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取組

計画 結果
活動の充実度 活動の定着度

地域への貢
献度

河川事業へ
の貢献度

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

学
校
関
係

確認項目

貢献分野

No.

実施状況 連携団体数 達成状況

活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

8 2024/10/13
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 10 1 1 3 ○ ● ● ● ●

[充実度]先月までの状況では、ヒシは駆除対象と
していなかったが、城北ワンドで駆除に苦労し
た、早めに駆除したほうがいいとの綾先生からの
情報をもとに試行的に駆除を試みた。また、参加
学生の多くはヒシのことを知らず、忍者の撒き菱
に形が似ている実ができることや、湯がいて食べ
られることなどを現物を見ながら解説した。長く
伸びたライナーから値が伸びてる状況を見ても
らった。[地域貢献度]全員胴長でワンド内意に入
りヒシを取り除く作業であったが、初めてワンド
に入ってみて、溜まったヘドロに足を取られるな
ど苦戦したことで、ワンドの数を増やすことよ
り、質の良いワンドを作ることが肝要であるこ
と、沿川一律同様に規格ワンドではなく、その場
所にふさわしいワンドを整備すべきであることを
気づく機会となった。[河川事業貢献度]ヘドロが
たまり埋没しかけたワンドを、通水環境を良くし
て再生させるための再整備提案であった。しか
し、外来魚の侵入を防ぐという理由で、増水時し
か本流との通水ができない構造となってしまっ
た。１年目にしてかなりのヘドロがたまってい
た。平時から本流との通水を維持することによ
り、良好なワンド環境を維持できるのでは？と話
し合った。

9 2024/11/17
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 9 1 1 3 ○ ● ● ●

[充実度]先月に引き続き菱屋オオバナミズキンバ
イの回収作業を行ったことでモニタリング効果に
より、興味を持つ学生が多かった。[河川事業貢献
度]公園課主催のワークショップを全く知らない学
生ばかりであったが、整備の目的や採用至らな
かった意見などを振り返り、「ヘドロ化を防ぐた
めにヒシを除去しづつけなければならないか？」
「市民でできる改善策について話し合う機会を得
た、

10 2024/11/24
【連携活動】
茨田イチョウまつり
〔玉井RA・上田RA〕

茨田樋遺跡水辺公園、
点野1丁目地先左岸幹線
水路

共催 106 5 3 1 3 ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

[充実度]点野小学校区内の７自治会と、隣接する
小学校4校にチラシを配布した。[定着度]地元企業
からの協力を得ているが、今回から1社増えた。
[地域貢献度]茨田樋遺跡水辺公園を会場に、かつ
て街道の往来と民の暮らしを見てきたイチョウの
古木をシンボルツリーとして、淀川の水が農業や
生活を支えていた往時を振り返り、旧村と新住
民、世代間の交流の場となった。[河川事業貢献
度]河川公園点野野草地区での市民提案によるチガ
ヤ復活事業の紹介やレンジャーのグリーンインフ
ラへの取り組み紹介をおこなった。

11 2024/12/8
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 12 1 1 3 ○ ● ● ●

[充実度]少し時間にゆとりがあったので、まとめ
の時間に通水環境を改善するためにできることを
話し合った[河川事業貢献度]ヘドロ化を防ぐため
に1号ワンドの通水環境改善について現状を共有
し、市民提案（要望書）についても検討した。

12 2025/1/19
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

共催 10 1 1 3 ○ ● ●

[充実度]観察会などへの活用を視野にいれ、これ
まで手を着けていなかった、0号ワンドの砂州側の
水陸移行帯部分の整備をおこなった。まずは、高
水敷から砂州を経由し0号ワンドへアプローチ　す
るための通路をつくった。

13 2025/2/9
【連携活動】
淀川京街道クリーン大作戦
点野〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

14 2025/2/9
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

15 2025/3/9
【連携活動】
点野みんなの水辺づくり
〔玉井RA・上田RA〕

点野砂州およびワンド
とその周辺

確認項目

アピールポイント
1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取組

計画 結果
活動の充実度 活動の定着度

地域への貢
献度

河川事業へ
の貢献度

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り
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出来　　猛 区分 河川レンジャーアドバイザー 枚方出張所

１．活動の目的 ３．総　括

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

貢献分野

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/7/9
門真市立速見小学校出前授業
4年生（PFD体験）

門真市立速見小学校 主催 79 1 1 ● ● ● ○

[充実度]事前に担当の先生から進め方の要望を聴
取し取り入れました。
（生徒が自信を無くしないようにゆっくり進めて
ください等）

2 2024/7/11
守口市立さくら小学校出前授
業　6年生（PFD体験）

守口市立さくら小学校 主催 85 1 1 ● ● ● ○

[充実度]事前に担当の先生から進め方の要望を聴
取し取り入れました。
（生徒が自信を無くしないようにゆっくり進めて
ください等）

3 2024/7/12
守口市立藤田小学校出前授業
6年生（PFD体験）

守口市立藤田小学校 主催 55 1 1 ● ● ● ○

[充実度]事前に担当の先生から進め方の要望を聴
取し取り入れました。
（生徒が自信を無くしないようにゆっくり進めて
ください等）

4 2024/7/16
守口市立よつば小学校出前授
業　6年生（PFD体験）

守口市立よつば小学校 主催 95 1 1 ● ● ● ○

[充実度]事前に担当の先生から進め方の要望を聴
取し取り入れました。
（生徒が自信を無くしないようにゆっくり進めて
ください等）

5 2024/7/17
寝屋川市立中央小学校出前授
業　5,6年生（PFD体験）

寝屋川市立中央小学校 主催 209 1 1 ● ● ● ○

[充実度]事前に担当の先生から進め方の要望を聴
取し取り入れました。
（生徒が自信を無くしないようにゆっくり進めて
ください等）

内容

門真市立速見小学校出前授業　4年生（PFD体験）
ライフジャケットを着用した時の水難事故への対応方法についてプールで実地指導し
ます。正規の2時間授業として実施します。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

寝屋川市立中央小学校出前授業　5,6年生（PFD体験）
ライフジャケットを着用した時の水難事故への対応方法についてプールで実地指導し
ます。正規の2時間授業として実施します。

守口市立さくら小学校出前授業　6年生（PFD体験）

守口市立藤田小学校出前授業　6年生（PFD体験）

守口市立よつば小学校出前授業　6年生（PFD体験）

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

活動名 活動目的

達成状況

No.

確認項目

ライフジャケットを着用した時の水難事故への対応方法についてプールで実地指導し
ます。正規の2時間授業として実施します。

ライフジャケットを着用した時の水難事故への対応方法についてプールで実地指導し
ます。正規の2時間授業として実施します。

ライフジャケットを着用した時の水難事故への対応方法についてプールで実地指導し
ます。正規の2時間授業として実施します。

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

実施状況 連携団体数

行
政
機
関

取り組み内容

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

確認項目

活動日 活動名 活動場所 アピールポイント
1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

学
校
関
係

STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化
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安田　　宇江亜 区分 河川レンジャーアドバイザー 枚方出張所

１．活動の目的 ３．総　括

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/7/3
水辺の安全利用　　門真市立
沖小学校　5・6年生

門真市立沖小学校 主催 120 1 1
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ○ ● ○
[定着度]本川に隣接していない地域だが、学校か
らの依頼より活動を実施した。

2 2024/7/17
寝屋川市立宇谷小学校　水辺
の安全利用　3、4年生

寝屋川市立宇谷小学校 主催 98 1 1
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ○ ● ○
[定着度]寝屋川市教員の中では出前授業は根付い
ている

プールの授業が減っているため、貴重なプールでの出前授業ということで、先生方
や児童達は河川レンジャーの取り組みや淀川の魅力、水際の危険性についての話を
前向きな姿勢でしっかりと聞いていた。最後の流れづくり(ぐるぐる)ではどの小学
校でも普段は禁止となっているため、出前授業が子供たちの楽しみにしている授業
の一つとして根付いている。

プールの授業が少ないためか、チアノーゼの児童が必ず数名みられた。水分補給の
促しだけでなく、体温調節に日の当たっている場所への移動、体をふく、濡れた状
態での長い説明のは控える等の配慮が必要。

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

河川事業へ
の貢献度

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目

アピールポイント

STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

内容

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

歴
史
･
文
化

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

水辺の安全利用　　門真市立沖小学校　5・6年生
ライフジャケット等浮力体の必要性と水難事故に遭遇した場合の対処法を知ってもら
う。

ライフジャケット等浮力体の必要性と水難事故に遭遇した場合の対処法を知ってもら
う。

寝屋川市立宇谷小学校　水辺の安全利用　3、4年生

氏名 所属

活動名 活動目的
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山口　　遼太 区分 河川レンジャーアドバイザー 枚方出張所

１．活動の目的 ３．総　括

２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/6/1
牧野小学校いきいき広場　船
橋川探検隊

牧野小学校 共催 58 1 1 ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○
[充実度]約6年にわたり継続的に実施してきたこ
とで、以前参加者だった小学生が今年は高校生に
なってスタッフとして参加した。

2 2024/7/9
大阪高齢者大学校 防災講演
「マイ・タイムライン」

大阪府助産師会館 協力 39 1 ● ○ ○ ○ ●
[定着度]大阪府高齢者大学校からの要請を受けて
活動を実施した。

3 2024/7/13
枚方市伊加賀小学校区防災部
会　マイ・タイムラインの防
災講習

枚方市伊加賀小学校　図
書室

協力 23 1 1 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

4 2024/9/29 鳥飼さんぽ 自然観察会 鳥飼サービスセンター 主催 15 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○
[定着度]鳥飼サービスセンターの協力を得て実
施。また鳥飼小学校、鳥飼東小学校、摂津市図書
センターにチラシの配布・掲示をご協力頂いた。

5 2024/11/8
桜丘北小学校　4年生　マイ防
災マップ出前授業（学習編）

枚方市立桜丘北小学校 共催 52 1 2 ● ○ ○ ○ ● ○ ● ●

[充実度]当初はマイ・タイムライン授業の依頼か
ら始まったが、打合せを進める中で、マイ防災
マップ作り＆事前学習へと発展した。[定着度]枚
方市危機管理対策推進課より出前授業および資料
の提供をいただいた。[地域貢献度]地域の水害リ
スクに関係する河川について解説し、日常的に興
味と関心を向けるよう促した。

6 2024/11/22
桜丘北小学校 マイ・タイムラ
イン　出前授業

枚方市立桜丘北小学校 協力 65 1 1 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

[充実度]前回授業時に出た質問として避難方法に
関する物があったため、立退き避難と在宅避難、
垂直避難の説明を加えた。[地域貢献度]河川氾濫
時の避難計画の作成を通して、河川との係わりを
見つめる機会とした。

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

桜丘北小学校　4年生　マイ防災マップ出前授業（学習
編）

桜丘北小学校 マイ・タイムライン　出前授業

出前授業を通して、風水害がもたらす災害リスクと行政の対応についての知識を深め
るとともに、自身の住む地域にどう関わっているかを知ることで、自助・共助・公助
の認識を育むことを目的とする。

出前授業（参観）を通して、児童とその保護者の風水害に対する個人および家庭単位
の災害対応力を高め、地域の中で果たすことが出来る役割についても触れることで自
助・共助の認識を深めることを目的とする。

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目
運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

活動の定着度

学
校
関
係

確認項目

1)
計画達
成状況

取り組み内容

氏名 所属

活動名 活動目的 内容

鳥飼ワンド川づくりプロジェクトの一環として、近隣の親子（小学生）を対象に、認
知度の低い鳥飼ワンドの魅力等を発信し、関心を高める。

鳥飼さんぽ 自然観察会

全体の活動を通して、地域の河川環境や水害リスクと対策を伝える中で自身で考え
次の行動へとつなげられる工夫を行った。
桜丘北小学校の取組では、枚方市とも連携しながら地域の風水害リスクや課題を解
説し、その上で児童が取り組める形を提案。従来の出前講座から連続的な講座へと
発展させ、児童による地域防災マップ作りへと繋げた。

近年の学習指導の変化から、枚方市をはじめとして小学校出前講座の依頼は増加傾
向にある。内容も防災だけではなく河川環境や生物、川の働きなど多岐にわたって
いるため、それぞれの要請に対して有意義かつ効果的な講座プログラム作成を今後
も進める必要がある。地域のニーズを受け取りつつ、淀川に様々な観点から理解と
参画を促す仕組み作りを続けていきたい。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

小学校単位・多学年を対象として地域の河川環境学習を行うことで河川への関心を高
めるとともに安全利用を促す。また、自らの住む地域の水害リスクとその対策につい
て、考え行動する力を養うことを目的とする。

牧野小学校いきいき広場　船橋川探検隊

大阪府高齢者大学校より防災講演の依頼を受け、マイ・タイムラインの講座を実施す
る。
受講生を対象とした講座を通して水災害のリスクへ理解を深めるとともに、水防災に
取り組む人づくりを目的とする。

大阪高齢者大学校 防災講演　「マイ・タイムライン」

伊加賀校区防災部会より防災講習の依頼を受け、マイ・タイムラインの講習を実施す
る。
防災部会の会員を対象とした講習を通して水災害のリスクへ理解を深めるとともに、
地域全体の水防災能力向上を目的とする。

枚方市伊加賀小学校区防災部会　マイ・タイムラインの
防災講習

活動日 活動名 活動場所 アピールポイント河川事業へ
の貢献度計画 結果

活動の充実度
地域への貢

献度

STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

2)
課題改
善をふま
えた取
組
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杉本　真一 区分 河川レンジャー（2期目） 高槻出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

Step1
地域住民の関
心を高める

⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

⇒ ⇒ ⇒

内容

活動全体にお
けるアピール

ポイント

今年度は高槻市立三箇牧小学校から「淀川をテーマとした総合的な学習」の依頼を受
けて学年毎にテーマを設定し、2年生は「川に住む生き物」3年生は「防災学習（洪水
から身を守る）」4年生は「環境学習（水はどこからやってくる？）」を行った。当初
の活動計画より「川を学ぶ」ことへのニーズがあることを再認識した。また、連携活
動として継続中の「流域治水・川づくりプロジェクトin鳥飼地区」も2回実施し摂津市
との連携や「わいわいガヤガヤ祭実行委員会」への参画に向けた取組みができた。

活動結果を踏
まえた今後の
課題・改善点

「高槻ジュニア河川レンジャー」活動については、近年の夏季猛暑のため、継続的な
活動を再検討することを考えている。活動時期の精査やレンジャーHPでのPRを積極的
に取り組んでいきたい。「たかつき防災学習会」活動については防災学習のみならず
環境や川の歴史についての学習ニーズも高まっていることから「川の学習会」として
継続を検討している。また、連携活動については毛馬管内の新規レンジャーに関わっ
ていただきながら本活動を継続、引き継いでいきたい。

②「たかつき防災学習会」の展開
・地域団体等とプログラムの実施（防災学習な
ど）※防災学習:持続可能な活動に向け教育委員
会等との協議

１期 ２期

【つながり】地域住民とのかかわり

①「高槻ジュニア河川レンジャー」の実施
・川と自然とのかかわりを理解する体験学習プロ
グラム
・参加者の募集や関係機関との調整
②「たかつき防災学習会」の実施
・河川に関するテーマ（防災、環境、歴史観光
等）を学ぶプログラム
※小学校などでの防災出前授業や地域の防災講座

【ゆるやかな連携】地域団体が主体となる
活動の支援

①「高槻ジュニア河川レンジャー」の展開
・参加者が教え学び合う場づくりの支援
②「たかつき防災学習会」の展開
・地域団体による避難訓練等の支援
・小学校等での防災出前授業の確立、子どもたち
が活動成果を発表する場の創出
③鳥飼ワンド外来水草除去活動の実施【連携】
・地域と協働した活動の支援

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む

【ひろがり】河川レンジャーが河川管理者
や地域団体と協働

①「高槻ジュニア河川レンジャー」の展開
・他機関との協力体制を構築する
・参加者、サポートスタッフの育成

氏名 所属

【現状】～遊び方を知らない子どもたち～
子どもの生活スタイルが多様化し、遊び方の変化や放課後の塾や習い事で多忙であること等から、川で遊んだことのある子ども
が少なくなっている。また、学校では「川は危ない近づくな」という指導がされており、安全教育の必要性がある。
一方、風水害をはじめとする自然災害は増加傾向にあり、住民の防災意識は高まっているが、学校現場における「防災教育」へ
のニーズが求められている。
【目的】自然とふれあう機会が少ない子どもたちに、学校では経験のできない自然体験学習や防災学習を実施する。特に高槻市
を南北に流れる芥川と淀川とのつながりを意識しながら、子どもの健全育成と河川への興味関心を深めていく。また、多くの世
代へ淀川や芥川の魅力や現状を学び教え合う場を創出し、地域の防災や自然環境、歴史、文化などへの理解を深め、持続可能な
「川づくりの担い手」を広げていくことを目指す。

段階 目標 活動内容

試
行
期
間
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/4/7
高槻ジュニア河川レンジャー
～川の安全ウォーク～

JR高槻駅～芥川桜堤公園
～芥川緑地～摂津峡公園

主催 16
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○
[充実度]河道の掘削工事後（茨木土木実施）であっ
たため、川底がきれいに整備されたことを説明でき
た。【防災面】

2 2024/5/26 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（塚脇バス停～
摂津峡）

主催 3
で
き
た

で
き
た

1 1 ○ ○ ○ ● ○ ● ○
[充実度]川の形状だけでなく、水の色（透明度）を
意識させ「きれいな川」であることを理解させた。

3 2024/7/24 摂津市水辺の生き物観察会
高槻市立自然博物館（あ
くあぴあ芥川）及び芥川
緑地公園（芥川右岸）

共催 44 1
で
き
た

普
通

1 1 ● ○ ○ ● ○ ○ ○

[充実度]講師の河合先生より、採った魚から川の状
況がわかることをご教示いただいた（きれいな川に
しかいない魚の紹介など）[定着度]摂津市広報誌、
摂津市内小学校において告知

4 2024/7/27 とりかい夏まつり 鳥飼サービスセンター 主催 70
普
通

普
通

1 1 ● ○ ○ ● ○ ○

[充実度]夏休み前に小学校、図書センターを訪問
し、チラシ配付を行った。また、子どもイベントサ
イトに掲載、HPを見た他地域からの訪問者も数組
あった。

5 2024/7/28 川の生き物探検
茨木川左岸（茨木市上野
町22付近）

共催 19
で
き
た

普
通

1 1 ● ○ ● ○ ○ ○

[充実度]活動場所を昨年より変更（生き物が少な
かった）した。校区外となるが公民館スタッフの引
率あり[定着度]福井公民館事業であり、福井小学校
だけでなく周辺小学校への呼びかけも協議したい

6 2024/9/15
たかつきジュニア河川レン
ジャー

高槻市総合センター１F
展示ホール

主催 41
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ○ ○ ○

[充実度]避難する時に何をもっていくか子どもたち
の声を聞いた。また、わかりやすい言葉で伝えるよ
う配慮した[地域貢献度]子どもだけでなく大人の方
も参加いただいた（防災関係の団体の方など）

7 2024/10/13 鳥飼ワンドの秘宝を探せ！
淀川河川公園鳥飼下地
区、鳥飼ワンド３号

主催 50 1 1
で
き
た

で
き
た

2 2 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ●

[充実度]活動の指導員であるアドバイザーが実行委
員会に出席し、地域の要望をふまえて展示物を検
討・決定した。要望があった生体展示については、
講師・指導員の協力により実現することができた。
[定着度]淀川河川公園が発行する情報誌「よしぶ
え」に活動案内を掲載したことで、多くの申込みが
あり、参加者増加につながった。[地域貢献度]ワン
ドを含む淀川の自然環境について参加者に知っても
らう機会を提供できた。講師の案内で、実際に植物
や魚を間近で見た参加者からは、講師への質問が絶
えなかった。ワンドでの観察会の意義を再確認でき
た。

8 2024/11/14
たかつき防災学習会　～防災
教室in三箇牧小学校～

三箇牧小学校～淀川築堤
碑（R24.0付近）

主催 32 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

[充実度]学校より「多学年で淀川に関する授業」の
依頼を受けており、学年ごとにテーマを設定し、継
続的に展開することにつなげたいと考えている。[地
域貢献度]関係する団体と連携して授業を展開するこ
とも考えられる。

9 2024/12/9
環境教室　～水はどこから
やってくる？～

高槻市立三箇牧小学校 協力 51 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ●
[定着度]小学校より淀川について理解する講座（学
年毎にテーマを設けて）について依頼を受けてい
る。

10 2025/1/16
いまむらこどもえん　かん
きょうおはなし会

鵜殿ヨシ原 協力 61 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ● ○ ○ ○
[充実度]現地での観察会が実現できたことが大きな
成果である[地域貢献度]子どもたちが自然環境に直
接ふれることは大事であることを感じた

11 2025/1/19
高槻ジュニア河川レンジャー
～水無瀬離宮の水と三川合流
～

島本町、大山崎町 主催 26
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ● ○ ○ ○

[充実度]レンジャーHPでの広報も実施し、参加者募
集に努めた。保護者の方も参加可能としたことで効
果があった。[定着度]島本町での活動も企画したく
（昨年は雨天中止）水無瀬神宮より協力いただき実
施することができた。

12 2025/2/6
2年生環境教室　～淀川に住む
生き物を知ろう！～

高槻市立三箇牧小学校

13 2025/3/15
高槻ジュニア河川レンジャー
（淀川芥川クリーンアップ大
作戦）

芥川流域（芥川大橋～次
郎四朗橋～津之江公園～
城西橋）

14 2024/10 高槻ジュニア河川レンジャー
芥川流域（上の口バス停
～摂津峡）

とりやめ

15 2025/2/1 たかつき防災学習会
高槻市立小中学校及びそ
の周辺

とりやめ

アピールポイント

取り組み内容

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目

1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取組

計画 結果

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

STEP 治

水

･

防

災

環

境

保

全

河

川

利

用

維

持

管

理

歴

史

･

文

化

確認項目

達成状況

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

No.

実施状況 連携団体数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

貢献分野
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竹本　克巳 区分 河川レンジャー（1期目） 高槻出張所

１．活動の目的・目標

1.1活動の目的 ３．総　括

1.2活動の目標

１年目 ２年目 ３年目 ４年目

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒

⇒ ⇒ ⇒ ⇒

内容

{防災活動}
・市内の山間部にある日吉台公民館で昨年度から継続して行った防災学習は、地区
の福祉委員会の要望を取り入れ本年度は、防災体験学習（７月の浸水歩行などと１
０月の雨水貯留施設見学会）を行い公民館や福祉委員会の事業に協力し開催するこ
とが出来、事業の目的が達成され主催者や参加者から好評を得た。今後もこの地域
については、公民館活動に協力し、継続して防災に関する学習を進めて行きたい。
・淀川沿川の地域についても体験学習を通して、防災意識を高めるよう地域の防災
会と取り組んだ。
[環境保全活動}
・三島江河川公園野草地区で中学生の自然観察グループとヤナギなどの樹木の倒木
法としての環状剥皮の実験エリアを設定し、継続的に効果を見ながら定期的に活動
し、今後もワンド保全についても活動していく計画である。

今年度の活動を通し、主催団体等から継続的な防災活動の要望があることから、引
き続き学習会等の開催や地域の公民館や地域団体等と連携しながら、レンジャー活
動を展開したい。
課題としては、若年層や子育て世代の参加に繋げるような活動を模索し、広報や募
集案内、開催日程等について、連携団体等と協議しながら活動を展開していきた
い。

地域自治体や活動団体などと協議・連携を
行い、相互協力体制の構築を目指す。

三島江野草地区での地域の自然保護団体等との協
働（3か月に1回程度）

Step３
地域住民から
行政へ発信す
る仕組みを構
築

地域住民等と連携して発信する方法等を模
索・検討する。

防災分野や淀川の歴史・文化での地域住民や自治
会等との連携した取り組み

活動における発信手法の模索・検討及び習得

２期

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

子どもの遊び方が多様化し、水辺で遊びふれあう機会が減少しています。水辺への関心、遊びなどを通して「川の防災教育」をすすめ
る。
また、近年の自然災害、特に降雨災害は各地で増加している一方、住民の意識は低く、被害が多発している現状があり「防災」への関
心を高めていくことが求められている。
そのために、子どもたちには、身近な河川での自然体験学習や淀川の歴史を学び関心を高めます。また、高齢者など地域住民には、身
近な河川である淀川の歴史を紐解きながら地域防災や河川への理解を深めて行くことなどを目指します。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

段階 目標 活動内容

試
行
期
間

１期

Step1
地域住民の関
心を高める 川とふれあう場を提供しながら自然体験学

習などを行い、「川の防災教育」をすすめ
る。
地域を流れる淀川の歴史、文化などを学び
地域住民への防災意識を高める。

三島江野草地区周辺での環境保全活動（5月）

「川の防災」についてのワークショップ開催

Step２
河川レン
ジャーと管理
者が協働して
取り組む
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/5/15
三島江から唐崎や玉川の里を
巡る水辺探索（淀川フィール
ドワーク）

三島江公園野草地区～唐
崎地区周辺～玉川の里

共催 20 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ● ○

[充実度]歩行ルートである河川公園や野草地区、堤防
築堤碑、玉川の歴史など解説資料を作成し説明し理解
を得る工夫をして案内をした。[定着度]講座の開催は
高槻市内全域に配布される広報誌「たかつきDAYS」に
掲載され、地域外からの参加者が多く、季節的にも卯
の花などが咲き好感を得られ、歩行距離も適度であっ
た。[地域貢献度]参加者に河川敷公園や野草地区の存
在を知らせることが出来て交流出来た。[河川事業貢
献度]淀川の整備（堤防補強工事）や河川公園の整
備、淀川からの取水の現状など説明し参加者から新た
な地域の様子を案内出来た。

2 2024/7/27
防災体験学習会（浸水歩行体
験）

高槻市立日吉台公民館 協力 35 1 1
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ●

[充実度]まとめで、最近各地で発生している降雨被害
の話や高槻市の姿勢や治水状況、過去の災害に触れる
とともに、災害時の避難場所、地域のハザードマップ
の紹介と災害時に用意するものなどの説明をするなど
参加者に理解を得る工夫をした。[定着度]本番に向け
て地域の福祉委員会の打合せを行うことにより、当日
の学習会で、積極的にリーダーが運営に協力して頂
き、各体験がスムーズに進行した。[地域貢献度]参加
者に各体験について必要性を説明することにより参加
者の理解を深めることができた。[河川事業貢献度]淀
川の現状や取り組み等を体験を通じて紹介することが
できた。

3 2024/10/4 防災体験学習会 高槻市安満遺跡公園 協力 50 1 2
で
き
た

で
き
た

1 1 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

[充実度]施設見学を試み、参加した市民の方に降雨時
の対応について、実際に施設を見ることにより降雨災
害の防止状況を認識できたように思う。[定着度]本番
に向けて地域の福祉委員会との防災に関して継続的な
取り組みを行うことにより、当日の学習会では、積極
的にリーダーが運営に協力して頂き、参加者が多かっ
たがスムーズに進行した。[地域貢献度]施設見学会を
開催することにより、施設の状況を目でみて体験で
き、施設の重要性を認識することができた。[河川事
業貢献度]淀川の現状や河川整備など紹介することが
できた。

4 2024/11/16 防災体験学習会 高槻市立三箇牧公民館 共催 28 1 2
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ● ○ ○

[充実度]地域にあった洪水時などの避難対策を、地域
のハザードマップや避難所一覧を作成し、避難の重要
性や非常時の対応等についての認識を深めることが出
来た。[定着度]防災学習を継続して地元防災会と協力
して開催することにより地域住民の認識が深まって来
ている。[地域貢献度]防災勉強会として公民館や消防
職員と協力して、防災に関する体験と洪水時の避難方
法等について参加者にアピールすることができた。
[河川事業貢献度]淀川の現状や河川整備など紹介する
ことができた。

5 2025/2/8
冬の野鳥観察会in三島江野草
地区

冬の野鳥観察会in三島江
野草地区

活動の充実度

維
持
管
理

取り組み内容

アピールポイント

確認項目

活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

貢献分野

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

STEP 治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用1)

計画達
成状況

No.

実施状況 連携団体数

学
校
関
係

達成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

市
民
団
体
等

行
政
機
関

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

確認項目
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

6 未定
防災学習～地域の水害につい
て考えてみよう（マイ・タイ
ムライン）三島江地区

淀川沿いの地域

7 未定
防災学習～地域の水害につい
て考えてみよう（マイ・タイ
ムライン）柱本地区

淀川沿いの地域

8 未定
防災学習～地域の水害につい
て考えてみよう（マイ・タイ
ムライン）西面地区

淀川沿いの地域

9 未定
防災学習～地域の水害につい
て考えてみよう（マイ・タイ
ムライン）唐崎地区

淀川沿いの地域

10 2024/11
防災学習～川の歴史から防災
を学ぶ

淀川沿いの地域

防災学習を計画していましたが、１１月１６日に行っ
た公民館との学習会で淀川の歴史等を紹介する機会が
あったことと、１１月２３日に三島江野草地区での環
境学習の活動を実施することにし地域に広報し活動し
た。

４件の防災活動は、地域の地区防災会と協議し、各地
区の防災会に呼び掛け、まとめて
１１月１６日に、消防署などと協力して行いましたの
で、各地区では行っていません。

取り組み内容

No.

実施状況 連携団体数 達成状況 貢献分野

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目 STEP 治
水
･
防
災

確認項目

アピールポイント
1)
計画達
成状況

2)
課題改
善をふま
えた取
組

計画 結果

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り
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酒井　　信行 区分 河川レンジャーアドバイザー 高槻出張所

１．活動の目的 ３．総　括

〇淀川・鳥飼の環境を学ぼう！　～ワンドの生き物観察会～
・本活動から得た知見を基に、ワンドの構造改良及び樹木の伐採基準に基づく存置
樹木を選定し河川管理者に提案した。
・河川管理巣は提案に基づき現在ワンドの改良・樹木伐採・底泥除去工事が行わ
れ、今年度中の完成を目指している。

〇自然とのふれ合い｛三島江野草地区｝樹木伐採とワンド探索
・ヤナギの再樹林化を防止するため、環状剝皮法による試験地を設け、その効果を
モニタリングしている。環状剝皮法はヤナギの再樹林化防止にはベストな方法
・地域の中高生が独自に樹木伐採、環状剝皮法のモニタリングを実地している。

〇淀川・鳥飼の環境を学ぼう！　～ワンドの生き物観察会～
・ワンドの改良・樹木伐採・底泥除去工事が今年度中に終了する予定だが、今後ヤ
ナギの再樹林化、外来水草の進入等環境劣化が懸念される。
・課題は改良されたワンドを保全するため、モニタリング調査、再樹林化防止など
の活動を摂津市、地域住民、企業等と協働活動の仕組みづくり。

〇自然とのふれ合い｛三島江野草地区｝樹木伐採とワンド探索
・環状剝皮法のモニタリング結果のとりまとめ公園管理者への提案
・堤防上、緊急河川敷道路から淀川水面が眺望できる景観づくり

内容

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

氏名 所属

活動名 活動目的

鳥飼ワンドの外来植物を地域住民やと関係機関との協働で根絶を目指し、淀川の生態
系の保全を図る。
また、住民を巻き込んだ駆除活動及びワンド改良前のワンドのモニタリング調査を行
い、持続可能な保全活動とワンドの活用法を川まちづくりと連携しながら考える。

淀川・鳥飼の環境を学ぼう！　～ワンドの生き物観察会
～
～流域治水川づくりプロジェクトin鳥飼地区～

地域を流れる淀川との繋がりを深め、地域住民等と連携しながら三島江野草地区の植
生管理・再樹林化の防止を及びワンドの保全を考える。
川とふれあう場をつくり、自然を体験しながら河川整備への理解を深める。

自然とのふれ合い｛三島江野草地区｝樹木伐採とワンド

探索
～流域治水川づくりプロジェクトin三島江野草地区～

淀川水系一斉美化アクション （第20回淀川芥川クリーンアップ大作戦）
一斉清掃を行い水辺環境の保全とマナーの向上に繋げる
河川美化、水辺の環境保全、ゴミを捨てないマナーアップに取り組みます。
また、マイクロプラスチックによる海洋汚染などの生態系を脅かす地球規模の課題に
直結している川ゴミを除去するなど、淀川水系から地球規模の課題を解決しましょ
う。
そして、四季折々の自然豊かで生き物を育む淀川水系をみんなの手で美しく守ってい
きましょう。

淀川・芥川クリーンアップ大作戦

実施結果は、連携活動ページにとりまとめています。
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原　　健二 区分 河川レンジャーアドバイザー 高槻出張所

１．活動の目的 ３．総　括

地区コミュニティ文化祭でマイ防災マップやタイムラインを中心とした防災関連展示
をすることで地域住民の防災意識を高めると共に河川レンジャーの認知度の向上を図
る。

淀川河川公園大塚地区魅力発見プロジェクトの一つの取り組みとして冬の河川公園利
用推進を目的に野鳥観測と野草迷路探検を実施する。
（高槻市立南大冠公民館と共催で実施）

淀川芥川クリーンアップ大作戦の１拠点として淀川右岸大塚地区の清掃活動を通して
河川美化、水辺環境保全に取り組むとともに「マナーアップ」の意識向上を参加者と
共有する。また、大塚ワンドの存在を参加者に知ってもらう。

淀川右岸大塚地区公園整備計画に対して活用面や安全面での課題に対してその具体的
な解決にむけ地域住民や行政で構成する課題検討ＷＧで検討を進め公園整備計画のベ
ストな実現に向けて推進する。

バッタのオリンピック

南大冠東地区住民会議防災研修（浸水歩行体験）

秋の野草観察とリースづくり

地区コミュニティである南大冠東地区住民会議の自治会長防災研修で浸水歩行体験を
していただき、浸水歩行の危険性を認識していただき早期避難の重要性を学ぶ場とす
る。（南大冠東地区住民会議への協力）

淀川河川公園大塚地区の隠れた魅力を公園利用者に発見していただくため、秋の河川
公園で見られる野草を観察し、採取したクズや実を利用してリースづくりをして大塚
地区の自然に親しみを感じていただくことを目的とする。
（高槻市南大冠公民館との共催で実施）

氏名 所属

活動名 活動目的 内容

今年度は従来の河川公園課題検討WG活動や淀川河川公園大塚地区魅力発見プロジェ
クトの中での自然観察系活動の定着がさらに進んだ。それに加えて今までコミュニ
ティ文化祭での防災展示を中心に進めていた防災関連の取り組みが、地域住民に対
しての防災研修（浸水歩行体験）に発展させることができた。

自身の活動の幅が広がってきており、アドバイザーとしての本来の役割である現役
レンジャーへの指導が充分できていないと感じる。淀川河川公園大塚地区魅力発見
プロジェクトの取り組みが定着してきている中で自然観察系のイベントに関しては
現在共催している高槻市南大冠公民館へイベント主体を徐々に移行していくように
取り組む。合わせて本地区で活動する河川レンジャーの後継者の発掘に注力してい
きたい。

地区コミュニティ文化祭出展

冬の野鳥観察と野草の迷路探検

淀川芥川クリーンアップ大作戦（大塚地区）

めざせ川探偵！「川の力を解き明かそう」

高槻市南大冠公民館防災講座（浸水歩行体験）

淀川河川公園大塚地区魅力発見プロジェクトの一環として、淀川河川公園大塚地区の
隠れた魅力を公園利用者に発見していただくため、春（初夏）の河川公園で見られる
野草を観察し、大塚地区の自然に親しみを感じていただくことを目的とする。（淀川
河川公園大塚地区魅力発見プロジェクトと淀川河川公園センターの共催で実施）

春（初夏）の野草観察会

活動結果を
踏まえた今
後の課題・

改善点

淀川河川敷で採集したバッタの飛距離を競うバッタのオリンピックを通じて淀川の自
然との触れ合いを推進するとともに参加者から淀川河川公園含めた河川敷に対する意
見・要望をアンケートを通じて入手する。

活動全体に
おけるア

ピールポイ
ント

高槻市南大冠公民館こどもまつりの１つのブースでよしぶえ工作を指導し、高槻鵜殿
のヨシ原含めた自然を学ぶ場とする。（公民館こどもまつりへの協力）

高槻市南大冠公民館こどもまつり（よしぶえ工作）

鳥飼ワンド川づくりプロジェクトの一環として、近隣の鳥飼小学校等の協力のもと、
小学生を対象に認知度の低い鳥飼ワンドの魅力等を発信するものである。

高槻市南大冠公民館防災講座として浸水歩行体験を通じて早期避難の重要性を地域住
民に知ってもらう。
（主催者の南大冠公民館の防災講座への協力）

淀川河川公園大塚地区課題検討WG
(第49回～第54回)
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２．活動計画と実施結果　凡例｜灰色：未実施の活動(理由をアピールポイント欄に記載)、貢献分野　●：主たる貢献分野　○：波及貢献分野（活動が主たる貢献分野以外に波及効果をもたらした分野を選択）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1 2024/5/20
第49回淀川河川公園大塚地区
課題検討WG

高槻市冠コミュニティセ
ンター

主催 14 2 2 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
[河川事業貢献度]淀川河川公園大塚地区再整備設
計に対して本WGでも河川事務所案に対して意見を
述べていくことが確認された。

2 2024/6/16 春（初夏）の野草観察会 淀川河川公園大塚地区 共催 38 1 1 ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

[充実度]ネイチャーたかつき監修で今回の野草観
察会で観察できる写真付の野草の解説冊子を作成
し、参加者に配布して当日の観察に対して理解を
深めることができた。

3 2024/7/22
第50回淀川河川公園大塚地区
課題検討WG

高槻市冠コミュニティセ
ンター

主催 15 2 2 1 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●
[河川事業貢献度]淀川河川公園大塚地区再整備設
計に対して河川事務所からの具体的な提案に対し
てメンバーの活発な意見が展開された。

4 2024/7/27
高槻市南大冠公民館こどもま
つり（よしぶえ工作）

高槻市南大冠公民館 協力 43 1 1 1 ● ○ ●
[地域貢献度]大冠高校の生徒たちに事前に実施し
たヨシ笛づくりの講習時にヨシの説明も含めて淀
川の自然への興味を高めてもらえた。

5 2024/8/28
高槻市南大冠公民館防災講座
（浸水歩行体験）

高槻市南大冠公民館 協力 27 1 1 ● ● ○
[定着度]台風10号が接近する中でのタイムリーな
活動であり、地域住民に避難のあり方等再認識し
ていただいた。

6 2024/9/9
第51回淀川河川公園大塚地区
課題検討WG

高槻市冠コミュニティセ
ンター

主催 13 2 1 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●

[河川事業貢献度]淀川河川公園大塚地区再整備設
計に対して河川事務所から新たな提案があり、メ
ンバーから色々な意見がだされ関心の高さを再認
識した。

7 2024/9/29 バッタのオリンピック 淀川河川公園大塚地区 共催 67 1 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

[地域貢献度]今回11回目の開催で今回も含めてこ
れまで多くの参加者に淀川河川敷の自然を知って
もらえた。淀川のファンづくりに大きく貢献でき
た。

8 2024/10/20
南大冠東地区住民会議防災研
修（浸水歩行体験）

高槻市南大冠公民館 協力 36 2 1 ● ● ○
[定着度]過去から水害の脅威にさらされてきた地
区での浸水地体験で参加者の関心が高かった。

9 2024/10/27 秋の野草観察とリースづくり 淀川河川公園大塚地区 共催 34 1 ● ○ ● ○ ○ ○ ○
[充実度]野草観察ルートでワンドの説明を実施
し、大塚ワンドの存在を参加者に知ってもらえ
た。

10 2024/11/18
第52回淀川河川公園大塚地区
課題検討WG

高槻市冠コミュニティセ
ンター

主催 15 2 2 1 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ●
[河川事業貢献度]淀川河川公園大塚地区再整備設
計に対して本WGが中心となっての議論をベースに
展開されている。

11
2024/11/2,3,9,

10
地区コミュニティ文化祭出展

高槻市冠コミュニティセ
ンター(11/2-3)
高槻市南大冠公民館
(11/9-10)

協力 252 1 ● ○ ○ ● ○ ○
[定着度]高槻市から「淀川の氾濫に備えて」の冊
子が全戸配布された中での展示で地域の多くの人
に水防災に関して興味を持ってもらえた。

12 2025/1/20
第53回淀川河川公園大塚地区
課題検討WG

高槻市冠コミュニティセ
ンター

主催 16 2 2 1 3 ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

[河川事業貢献度]淀川河川公園大塚地区再整備設
計や公園への案内看板の設置など地域住民の意見
を取り入れた内容で公園管理事業が進められてい
る。

13 2025/2/8
冬の野鳥観察と野草の迷路探
検

14 2025/3/3
第54回淀川河川公園大塚地区
課題検討WG

15 2025/3/15
淀川芥川クリーンアップ大作
戦（大塚地区）

16 2024/8/18
めざせ川探偵！「川の力を解
き明かそう」

参加者が集まらないためとりやめ
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実施結果　福島出張所管内

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1
桑村R
牧野R
兒玉R

2025/3/22
西淀川区淀川右岸クリーン大
作戦

淀川右岸河川敷（JR神戸
線橋梁～淀川大橋）

実施結果　毛馬出張所管内

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1

杉本R
原RA

酒井RA
伊藤R

2024/6/2
淀川・鳥飼の環境を学ぼう！
～ワンドの生き物観察会～

淀川河川公園鳥飼地区
（鳥飼ワンド）
＜雨天時＞鳥飼サービス
センター

主催 45 1 1 1
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ●

[充実度]ワンドの魅力や現状を多くの人に発信
し、地域とのつながりを築きワンドの再生・維
持管理体制を構築することが課題である。淀川
わいわいガヤガヤ祭と同じ日に活動を実施し、
ワンドに足を運んでもらえるよう、探訪ツアー
を企画した。[定着度]つながりのある学生団
体・企業へ活動への協力をよびかけている他、
地域住民に参加してもらえるよう広報誌でも活
動を案内した。[地域貢献度]ワンドや緊急用船
着場など、実際に見て、興味をもつきっかけを
つくることができた。

2

伊藤R
桑村R
岸田R
牧野R

2025/1
2025年大阪万博淀川舟運の復
活の道

京阪天満駅（大川～淀川
大堰　往復）

淀川大堰閘門が未完成の為、とりやめ

実施結果　枚方出張所管内

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1
道場R
多田R

2024/5/19
守口市こども祭り出展　（ヨ
シ笛づくり）

大枝公園 共催 264
普
通

普
通

1 1 ● ○ ○ ○ ○ ○ [河川事業貢献度]至らなかった

2
道場R
天野R

2024/10/4,5
イオンモール大日「10月えら
ぼうフェア」（環境展）出展

イオンモール大日 協力 60
普
通

普
通

1 1 ● ○ ○ ○ ○ ● ○
[定着度]守口市さんよりお声掛けいただき参加
する事ができた。[河川事業貢献度]至らなかっ
た。

3

道場R
岡村R
竹本R
寺田R

2024/11/15,16
ふれあい土木展２０２４コー
ナー出展

国土交通省近畿地方整備
局　近畿技術事務所

協力 448
普
通

普
通

1 1 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ●

[充実度]昨年の反省とアイデアをふまえ、運営
計画を立てる事が出来た。[地域貢献度]美化活
動・環境保全活動・水の防災活動の参加を促せ
た。[河川事業貢献度]至らなかった。

アピールポイント

1)
計画
達成
状況

2)
課題改
善をふ
まえた
取組

計画 結果
活動の充実度 活動の定着度

地域への貢
献度

河川事業へ
の貢献度

貢献分野 取り組み内容

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

歴
史
･
文
化

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

No.
河川レン
ジャー名

貢献分野

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

No.
河川レン
ジャー名

実施状況 連携団体数 達成状況

確認項目

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目 STEP
治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

実施状況 連携団体数 達成状況

確認項目

アピールポイント

1)
計画
達成
状況

2)
課題改
善をふ
まえた
取組

計画 結果

2)
課題改
善をふ
まえた
取組

計画 結果

川

づ

く

り

･

人

づ

く

り

確認項目

活動の充実度 活動の定着度
地域への貢

献度
河川事業へ
の貢献度

No.
河川レン
ジャー名

実施状況 連携団体数 達成状況

STEP

取り組み内容

活動日 活動名 活動場所

運
営
形
態

参
加
者
数

市
民
団
体
等

行
政
機
関

学
校
関
係

確認項目

貢献分野

治
水
･
防
災

環
境
保
全

河
川
利
用

維
持
管
理

歴
史
･
文
化

アピールポイント

1)
計画
達成
状況

39



活動報告集計表＜連携活動＞

実施結果　高槻出張所管内

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

1
竹本R
酒井RA

2024/11/23
自然とのふれ合い｛三島江野
草地区｝樹木伐採とワンド探
索

淀川河川公園三島江野草
地区

主催 13 2
で
き
た

で
き
た

2 2 ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○

[充実度]付近の高校や中学校にチラシを配布し
たことにより参加者を増やすことができ、参加
者に興味をもたすことができた。[定着度]毎
年、継続的に行うことで少しずつ地域からの参
加者も見られるようになった。[地域貢献度]中
学校や高校、大学生のクラブなどと連携した活
動が継続的に行えるようになってきた。[河川
事業貢献度]地域の学生や住民の参加者が少し
づつ増えてきている。

2
竹本R
酒井RA

2025/3/15
淀川・芥川クリーンアップ大
作戦

三島江河川公園

3
竹本R
牧野R
兒玉R

2025/2/8
環境学習～自然とのふれあい
（三島江公園）野鳥探索

三島江河川敷公園及び野
草地区

とりやめ(連携活動から竹本Rの単独活動に計画
変更)
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